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が
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問
題
の
提
起
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一
徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
(
以
上
第
二
一
巻
三
号
)

二
明
治
維
新
に
お
け
る
土
地
立
法
と
土
地
所
有
権
(
以
下
本
号
)

コ
一
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
降
の
土
地
立
法
の
変
遷

1

1
以
下
次
号
i
1
1明

治
維
新
に
お
け
る
土
地
立
法
と
土
地
所
有
権

前
項
〈

徳
川
期
に
お
け
る
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
)

で
、
土
地
に
対
す
る
封
建
領
主
と
耕
作
農
民
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配
関
係
に
つ

い
て
考
察
を
な
し
た
。
と
こ
る
が
農
業
に
お
け
る
商
品
H
貨
幣
経
済
の
漸
次
的
侵
透
に
よ
っ
て
農
業
関
係
に
変
化
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
操
業
に
お
け
る
経
済
的
変
化
が
普
通
的
な
も
の
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
封
建
制
そ
の
も
の
を
支
え
て
き
た
封
建
領

主
H
耕
作
農
民
と
い
う
基
本
的
な
社
会
閣
係
に
、
矛
盾
が
生
ず
る
こ
と
に
な
ア
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
矛
盾
の
解
決
は
い

う
ま
で
も
な
く
政
治
的
変
革
を
，
導
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
維
新
は
そ
う
し
た
政
治
的
変
革
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
政
治
的
変
革

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

九一



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

九
四

明
治
維
新

は

こ
れ
ま
で
の
土
地
関
係
に
お
け
る
封
建
的
領
有
制
を
廃
止
す
る
。
そ
し
て
そ
の
法
律
的
表
現
は
、

い
う
ま
で
も

な
く
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
と
い
う
法
的
形
態
を
と
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
法
史
的
考
察
を
な
す
限
り
、

」
れ
は
明
治
維
新
以
後

の
一
連
の
土
地
立
法
に
も
と
づ
く
法
制
的
規
制
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
従
っ
て
、

こ
う
し
た
法
史

的
事
実
は
明
治
維
新
と
い
う
政
治
的
変
章
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
土
地
所
有
権
の
確
認
が
法
制
的
に
実
現
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
こ
の
明
治
維
新
以
後
の
一
連
の
土
地
立
法
に
も
と
づ
く
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
は
、
明
治
政
府
の
指
向
し
た
殖
産

興
業
政
策

i
!日
本
資
本
主
義
の
発
展
を
企
図
す
る
ー
ー
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
、
経
済
的
諸
要
求
を
達
成
す
る
た
め
の
法
的
手
段
と
し

て
、
国
家
的
に
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

」
う
し
た
明
治
政
府
の
諸
要
求
の
分
析
の
上
に
土
地
所
有
の
法
認
は
、
現
実
に

は
耕
作
農
民
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
地
主
に
対
し
て
、

土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
法
認
す
る
と
い
う
法
的
意
味
を
結
果
す
る
。

こ
う
し
た
法
的
事
実
に
も
と
づ
い
て
、
明
治
初
年
の
土
地
立
法
は
、
地
主
に
対
十
る
土
地
の
私
的
所
有
の
法
認
を
指
向
し
た
も
の
と
し
て

把
握
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ま
で
日
本
の
土
地
所
有
権
を
問
題
と
す
る
場
合
、
明
治
維
新
直
後
に
農
民
的
土
地
所
有
権
が
法
認
さ
れ
た
と
理
解
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
根
拠
と
し
て
一
八
六
八
年
(
明
治
一
元
年
)
一
一
一
月
一
八
日
の
太
政
官
布
告
第
一

O
九
六
号
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
拝
領
地
並
一
一
社
寺
地
等
ノ
除
地
ノ
外
、
村
-4

ノ
地
面
ハ
総
テ
百
姓
持
ノ
地
タ
ル
ヘ
ク
、
然
ル
上
ハ
身
分
違
ノ
面
々
ニ
シ
テ
買
取
侯
節
ハ
必
ス
名
代

差
出
ツ
村
内
ノ
諮
役
無
一
一
差
支
一
為
一
一
相
勤
}
可
ν
申
事
:
;
」
(
法
令
全
集
明
治
一
克
年
四
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
村
々
ノ
地
面
ハ
総
テ
百
姓
持
ノ
地
タ
ル
ベ
キ
』
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
前
記
の
よ
う
な
、
玉
張
|
|

(
1〉

農
村
一
般
の
土
地
が
百
姓
の
所
有
地
と
し
て
法
制
的
に
規
定
さ
れ
た
と
す
る
主
張
ー
ー
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
『
百
姓
持
』
と
は
、

ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
を
吟
味
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、

『
持
』
と
い
う
意
味
を
所



有
と
同
じ
意
味
に
単
純
に
理
解
し
て
も
よ
い
か
が
問
題
と
な
る
。

『
所
持
』
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
動
産
・
不
動
産
を
通
じ
て
使
用

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
所
有
、

つ
ま
り
処
分
の
権
能
を
も
っ
て
い
る
場
合
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
従

って、

『
百
姓
持
L

と
い
う
用
語
は
、
現
在
近
代
法
上
で
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
異
っ
て
、
百
姓
の
所
持
日
処
分
の
権
能
を
も

系
づ
け
ら
れ
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、

つ
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
明
治
維
新
以
後
に
お
い
て
も
、
近
代
法
制
度
が
こ
の
社
会
の
一
般
的
な
法
制
度
と
し
て
体

や
は
り
旧
社
会
で
与
え
ら
れ
た
一
般
的
意
味
が
継
受
さ
れ
た
と
い
う
理
解
を
必
要
と
す
る
。
と
同
時

一
八
六
八
年
(
明
治
元
年
)
一
一
一
月
一
八
日
の
太
政
官
布
告
第
一

O
九
六
号
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
が
『
百
姓
持
』
を
明
確
に
し
た

の
は
、

旧
来
の
貢
租
負
担
者
と
し
て
の
「
百
姓
」
を
そ
の
ま
ま
一
真
租
負
担
者
と
し
て
指
定
す
る
た
め
の
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
こ
の
布
告
が
寸
法
規
分
類
大
全
』
で
、
租
税
徴
収
の
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
封
建
的
地
代
負
担
者
の
確
定
で
あ

る
と
な
し
う
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
明
治
維
新
直
後
の
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
中
央
集
権
を
確
立
し
、
そ
の
強
力
な
国
家
機
構
を
整

備
・
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
封
建
的
体
制
を
廃
止
し
、
自
己
の
政
治
的
支
柱
と
な
る
諸
階
層
を
新
に
育
成

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
一
連
の
諸
政
策
は
そ
う
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
資
本
主
義
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
き
せ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

そ
れ
に
必
要
な
前
提
と
な
る
改
草
の
う
ち
で
、

も
っ
と
も
中
核
と
な
る
も
の
は
、
地
租
改
正
の

事
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
強
行
し
、

日
本
資
本
主
義
を
育
成
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、

そ
れ
は
封
建
的
貢
租
と
封
建
的
土
地
領
有
制
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
封
建
的
諸
法
制
の
廃
絶
の
後
に
、
真
の

自
由
な
農
民
を
創
り
出
す
こ
と
は
、
.
明
治
政
府
の
企
図
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

一
八
六
七
年
(
慶
応
三
年
)
一
二
月
一
一
一
一
臼
に
高
機
を
親
裁
し
、

博
く
会
議
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
同
年
二
一
月
二
五
日
、

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

九
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

九
六

京
都
市
中
へ
の
制
札
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
徳
川
祖
先
ノ
制
度
美
事
良
法
ハ
其
億
被
差
置
御
変
更
無
之
候
間
列
藩
此
聖
意
ヲ
体
シ
・
:
:
主
〈
領
内
へ
不
洩
様
領
主
ヨ
リ
篤
ト
可
申
渡
候
事
』

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
旧
幕
府
の
美
事
良
法
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
変
更
せ
ず
存
続
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
政
体

の
変
革
に
よ
っ
て
人
民
が
動
揺
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
こ
と
、
と
く
に
亘
接
関
係
の
深
い
租
税
法
も
旧
慣
の
通
り
と
な
し
た
。

〈

4
〉

年
(
明
治
一
元
年
)
八
月
七
日
の
太
政
官
布
告
が
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八
六
八

昌司

諸
国
税
法
之
儀
其
土
風
ヲ
篤
ト
不
相
弁
新
法
相
立
候
テ
ハ
却
テ
人
情
三
一
反
リ
侯
問
先
一
一
阿
年
ハ
旧
慣
ニ
の
リ
可
申
事
』

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
民
事
裁
判
の
ご
と
き
は
徳
川
時
代
に
お
い
て
も
慣
宵
法
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
、
明
治
に
な
っ

旧
慣
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
〉

て
も
、
新
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、

六
月
四
日
の
民
部
管
布
告

に
お
い
て
も
、

旧
慣
に
よ
り
裁
判
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
各
府
県
ニ
於
テ
取
捌
候
山
林
田
質
地
質
金
銀
出
入
等
、
区
々
ノ
裁
判
モ
有
之
哉
一
一
相
関
、
右
ハ
応
一
一
時
機
一
各
施
行
致
ツ
侯
儀
-
一
ハ
可
v
有
v
之
候
得

共
、
海
内
一
致
ノ
所
置
ニ
無
v
之
候
テ
ハ
、
人
民
疑
惑
ヲ
生
ジ
可
ν
申
ニ
付
、
追
テ
永
世
ノ
御
制
法
御
確
定
相
成
侯
迄
、
旧
法
-
一
寄
リ
可
v
致一一裁判一、

尤
其
土
地
人
民
ノ
情
態
-
一
寄
リ
差
向
改
正
不
v
致
候
テ
差
支
候
ヵ
、
或
ハ
難
レ
決
等
有
ν
之
候
節
ハ
、
早
速
当
官
へ
可
一
戸
川
出
一
事
』

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
し
ば
ら
く
人
々
の
現
実
の
社
会
生
活
に
旧
法
が
生
き
て
お
り
、
人
々

の
社
会
生
活
を
律
す
る
法
規
と
し
て
の
強
制
的
規
範
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
旧
法
の
も
と
で
は
、
す
な
わ
ち
、
封

建
的
土
地
領
有
関
係
の
も
と
で
は
、
農
民
に
刻
し
て
制
限
的
土
地
所
有
が
許
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
農
民
は
自
己
の
回
畑

で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
を
自
由
に
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
こ
れ
を
細
分
(
分
地
)
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
自
己

の
好
む
作
物
を
栽
植
す
る
こ
と
の
自
由
も
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
封
建
的
領
有
制
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、

」
れ
ら
の
諸
制

限
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
農
民
に
対
す
る
土
地
の
私
的
所
有
の
制
燥
が
解
除
き
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し



て
、
こ
れ
は
一
層
強
化
さ
れ
て
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
の
外
は
、
そ
の
私
的
所
有
を
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ

る
。
こ
れ
が
明
治
維
新
以
後
の
土
地
所
有
権
の
法
認
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

ご
炉
事
、
.
、

宇
れ
ふ

μ

こ
の
時
期
ま
で
は

土
地
立
法
上
こ
う
し
た

法
認
は
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
土
地
所
有
権
に
対
す
る
近
代
法
的
な
理
解
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
が
権
利
H
義
務
関
係

に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
た
近
代
法
的
な
理
解
、

つ
ま
り
権
利
日
義
務
関
係

に
つ
い
て
の
理
解
は
、
当
然
に
性
法
(
白
然
法
)
思
想
に
つ
い
て
の
紹
介
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で

性
法
(
白
然
法
)
が
ど
の
よ
う
に
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
を
考
察
し
て
・
お
こ
う
。

徳
川
期
に
設
置
さ
れ
た
蕃
書
取
調
所
の
教
授
・
教
授
手
伝
・
翻
訳
方
で
あ
っ
た
西
周
、
津
田
真
道
、
市
川
斉
宮
、
加
藤
弘
之
、
福
地
源

一
郎
、
神
出
孝
平
、
糞
作
秋
坪
、
榔
河
春
三
、
福
沢
諭
士
只
外
山
正
一
な
ど
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
律
思
想
の
紹
介
が
な
さ
れ
て

い
た
。
こ
と
に
津
田
真
道
は
「
泰
西
国
法
論
』
を
一
八
六
六
年
(
慶
応
二
年
)
に
開
成
所
か
ら
発
行
し
、

ま
た
西
周
は

『
万
国
公
法
』

の

邦
訳
を
一
八
六
八
年
(
明
治
元
年
〉
に
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
性
法
(
自
然
法
)
思
想
が
紹
介
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
幾
多
の
法
律
書
の
翻
訳
が
、

(
7
)
 
い
。
こ
と
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
央
の
存
在
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
フ
ラ
シ
ス
的
自
然
法
思
想
を
一
般
化
す
る
に
役
立
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

一
八
六
九
年
(
明
治
一
一
年
)

で
あ
っ
た
。
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
紹
介

は
、
栗
木
鋤
雲
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

」
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
は
一
八
七

O
年
〈
明
治
三
年
)

ρ江
藤
新
平
に

よ
る
日
本
民
法
典
編
纂
と
と
も
に
、
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
に
つ
い
て
法
的
概
念
を
あ
た
え
ざ
る
を
え
な
く
し
、

や
が
て
日
本
民
法
典

編
纂
事
業
の
進
展
と
と
も
に
、

旧
民
法
の
規
定
と
し
て
結
果
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
が
土
地
所

有
権
の
確
定
に
一
定
の
法
理
的
根
拠
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
徳
川
幕
府
の
外
国
奉
行
を
勤
め
て
い
た
栗
木

鋤
雲
は
、
駐
仏
公
使
と
し
て
一
八
六
七
年
(
慶
応
三
年
)
八
月
よ
り
一
八
六
八
年
(
明
治
一
万
年
)
三
月
ま
で
巴
里
に
滞
在
し
た
。

そ
し
て
栗

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

'
U
J
J
 

4
ノ
『
寸
‘



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
〉

九
八

木
鋤
雲
は
巴
里
滞
在
中
に
見
聞
し
た
事
実
を
一
書
に
ま
と
め
、

一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
に
刊
行
し
た
。
こ
れ
が

「
暁
窓
追
録
』
で
あ

っ
た
。
こ
の
中
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
を
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
故
-
一
吏
ト
ナ
リ
テ
上
ニ
在
リ
令
ヲ
奉
ス
ル
者
、
民
ト
ナ
リ
テ
下
ニ
ア
リ
令
ヲ
受
ル
者
、
共
-
一
此
律
ニ
因
リ
テ
断
定
シ
断
定
セ
ラ
レ
更
-
二
語
不
服

ノ
者
ナ
シ
。
遂
ニ
知
愚
賢
不
肖
ヲ
シ
テ
白
ラ
省
、
、
、
自
ラ
屈
シ
テ
健
訟
強
訴
ヲ
ナ
サ
サ
ラ
シ
ム
ル
エ
至
リ
、
{
子
漏
生
、
伊
太
利
、
荷
蘭
、
是
涯
牙
等
z

同点近

ノ
数
大
国
比
白
此
書
ニ
頼
リ
各
其
自
国
ノ
律
書
ヲ
改
定
シ
、
遂
一
一
英
国
ノ
法
学
者
モ
、
律
者
ハ
「
ナ
ポ
レ
ヲ
ソ
コ
l
ド
」
ニ
依
り
定
メ
サ
ル
ヲ
不
得
ト
一
広

ニ
至
レ
リ
。

余
既
ニ
此
説
ヲ
聞
キ
、
又
其
徴
ヲ
見
テ
、
極
テ
其
書
ノ
政
治
ニ
一
安
ナ
ル
ヲ
知
リ
訳
司
ヲ
シ
テ
速
-
一
翻
訳
セ
シ
メ

γ
コ
ト
ヲ
欲
セ
リ
、
然
ル
ニ
其
書
一

種
ノ
語
辞
、
一
肌
謂
官
府
文
字
ノ
類
同
一
テ
師
ヲ
得
テ
間
質
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
徹
底
明
暢
-
一
一
会
ヲ
サ
ル
処
ア
リ
、
の
テ
岡
士
。

sg-「
フ
ロ
リ
ヘ
ヲ
ル
ト
」

学
土
、
和
春
一
一
託
シ
、
児
貞
ヲ
挨
ケ
功
ヲ
竣
シ
テ
以
テ
我
国
ニ
益
セ
ン
コ
ヲ
約
シ
タ
リ
。
同
時
佐
賀
藩
ノ
佐
藤
栄
ナ
ル
者
彼
地
一
一
在
リ
潮
崎
遁
シ
、
話
次

其
事
ニ
及
フ
、
彼
レ
早
ク
此
書
ノ
善
ヲ
知
リ
又
並
行
訳
ノ
難
ヲ
知
リ
、
大
ニ
予
カ
用
心
ヲ
讃
シ
、
成
功
ノ
日
一
部
ヲ
繕
写
シ
テ
其
老
侯
ニ
口
五
セ

γ
了
ヲ
践

望
セ
リ
』
(
同
上
一
七

0
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
民
法
典
編
纂
と
結
び
つ
い
て
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
に
は
、
井
上
操
に
よ
っ
て

〈

9
)

法
講
義
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
性
法
講
義
』
に
よ
っ
て
、
所
有
権
に
つ
い
て
の
理
解
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
ボ
ア
ソ
ナ

i
ド
性

そ
れ
は
「
第
二
編

財
産
的
法
律
関
係
』
の
「
第
一

財
産
ノ
理
論
』
で
、
所
有
権
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち、

ヨ
ぜ

1

ゾ

ユ

イ

1

P

J

V

ス
ポ
ゼ
1

『
所
有
権
ハ
使
用
シ
獲
収
シ
及
ヒ
処
置
ス
ル
ノ
権
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
既
-
一
述
ヘ
シ
如
ク
之
ヲ
行
ブ
ニ
当
テ
他
人
ヲ
審
ス
ル
事
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
所
有
ノ

意
ヲ
以
テ
所
有
権
ヲ
分
開
セ
サ
ル
間
ハ
此
コ
一
権
ハ
使
用
・
獲
収
・
処
置
ノ
権
〕
ノ
境
界
ヲ
定
ム
ル
ニ
於
テ
利
益
ナ
シ
。
更
ニ
他
人
-
一
関
ス
ル
所
ナ
グ
所

プ
レ
イ
λ
プ
ロ
プ
リ

1

テ

ユ

d
y
l
ジ
ユ

有
者
ハ
一
人
ニ
シ
テ
三
権
ヲ
併
有
ス
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
全
有
権
ト
云
フ
。
然
レ
ト
モ
全
有
権
ヲ
分
割
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
。
則
チ
使
用
ス
ル
ノ
権
(
又
ハ
使
用

権
)
ヲ
以
テ
一
人
ニ
与
へ
獲
収
ノ
権
ヲ
以
テ
他
ノ
一
人
ニ
与
フ
ヲ
得
ヘ
シ
(
是
レ
収
実
権
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
リ
)
。
此
時
-
一
一
於
テ
ハ
所
有
者
ハ
唯
処
有

1
テ権
ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
ナ
り
。
佼
月
ス
ル
ト
ハ
品
物
ヨ
り
生
ス
ル
提
出
一
一
〈
ヲ
拾
収
セ
ス
ジ
テ
只
品
物
ノ
自
然
ニ
従
フ
テ
之
ヲ
自
用
エ
一
供
ス
ル
ヲ
云
フ
。
民
ハ
之



レ
ニ
騎
シ
或
ハ
之
レ
ニ
寧
ヲ
引
カ
シ
メ
、
家
ハ
之
ニ
住
シ
回
国
ハ
之
レ
ニ
進
透
シ
、
動
産
ナ
レ
ハ
其
用
法
ニ
従
フ
テ
之
ヲ
使
フ
ヲ
云
フ
@

ユ

ヂ

ぜ

1

田
園
庭
問
ノ
使
用
権
ノ
有
名
無
実
ナ
ラ
サ
ル
カ
為
メ
ユ
一
般
-
一
法
律
ニ
於
テ
ハ
使
用
者
ヲ
許
シ
テ
自
己
ノ
需
要
ニ
供
シ
及
ヒ
其
同
居
ノ
親
族
ノ
需
要

-
一
供
ス
ル
丈
ケ
果
実
度
物
ヲ
拾
収
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
ム
。
獲
収
ス
ル
ト
キ
ハ
品
物
ノ
自
然
ニ
定
期
-
云
ハ
産
ス
ル
所
ノ
果
実
ヲ
拾
収
ス
ル
ヲ
一
公
フ
。
土
地
森

林
池
塘
ハ
天
然
ノ
果
実
盛
物
ヲ
生
γ
、
或
ハ
之
ヲ
人
ニ
貸
ス
ト
キ
ハ
地
代
(
民
法
上
ノ
果
実
)
ヲ
与
へ
、
家
宅
ハ
屋
賃
ヲ
与
へ
、
雄
雌
ノ
禽
獣
ハ
其

ノ
子
ヲ
康
シ
及
ヒ
毛
羽
糞
料
等
ノ
諸
産
物
ヲ
生
ス
。
則
チ
此
諸
果
実
産
物
ヲ
得
ル
ヲ
獲
収
ス
ル
ト
云
フ
。

処
置
ス
ル
ト
ハ
品
物
ヲ
他
人
-
一
譲
渡
シ
又
ハ
之
ヲ
変
換
シ
又
ハ
之
ヲ
破
段
ス
ル
ヲ
云
フ
。
品
物
ニ
付
テ
虚
有
ノ
権
ヲ
有
ス
ル
者
モ
尚
ホ
能
ク
品
物
ヲ

他
人
三
談
波
ス
ル
ヲ
得
へ
シ
。
然
リ
ト
雛
モ
他
人
目
一
授
ケ
シ
使
用
権
ハ
収
実
権
ノ
未
タ
絶
止
セ
サ
ル
間
ハ
康
有
権
ハ
ロ
聞
物
ヲ
変
換
シ
破
致
ス
ル
ヲ
得

丸
。
使
用
権
ト
収
実
権
ト
ニ
際
限
ア
リ
テ
必
ス
之
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
一
生
ニ
止
ル
〔
之
ヲ
有
ス
ル
人
死
ス
レ
ハ
其
ノ
権
モ
亦
消
亡
ス
〕
。

ドロワ
-
r

・セ
M
W

ピチユ
1

ド・セ
h
y

ピースボンエ
i

所
有
権
-
一
付
テ
ハ
如
比
キ
改
様
(
虚
有
権
・
収
実
権
及
ヒ
使
用
権
一
一
分
間
ス
ル
事
)
ノ
外
一
一
尚
供
給
ノ
権
(
或
ハ
土
地
給
用
)
ナ
ル
者
ア
リ
供
給
ノ

権
ハ
土
地
ノ
所
有
者
ニ
許
ル
シ
テ
其
土
地
ニ
欠
紋
ス
ル
所
ノ
数
種
/
利
益
ハ
隣
家
ノ
土
地
ヨ
リ
之
ヲ
引
用
ス
ル
ヲ
シ
得
セ
ム
。
即
チ
ド
罫

.rパ
バ
ー
瓶
、

ドロヮ・ド・ピみ
I

V

ロ7
・ド・パチユラ
1
M
V

ユド
3
q

・ド・ピユイ
t
f
l

ジ

ユ

ホ

y

・トジナシ

観
望
ノ
権
、
収
畜
ノ
権
、
吸
水
ノ
権
等
ヲ
有
ス
ル
ヲ
一
玄
プ
。
供
給
ノ
権
ヲ
利
ス
ル
ノ
土
地
ヲ
主
領
地
ト
云
ヒ
供
給
ノ
義
務
ヲ
負
担
ス
ル
土
地

ヲ
服
役
地
ト
云
フ
。
上
交
数
種
ノ
場
合
其
他
是
ニ
類
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
供
給
ノ
権
ハ
始
テ
之
ヲ
立
定
セ
ジ
所
有
者
ノ
名
氏
自
一
関
シ
テ
之
-
一
一
属
ス
ル
ニ
非

ラ
ス
。
後
来
其
土
地
ニ
所
有
権
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
都
テ
供
給
ノ
権
ヲ
有
ス
ヘ
シ
。
是
レ
差
シ
供
給
ノ
権
ハ
地
主
ヨ
リ
モ
耐
平
戸
常
面
一
一
骨
一
ハ
ル
す
ナ
レ
ハ
ナ

リ
。
此
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
供
給
ノ
権
ハ
重
畳
ノ
物
上
権
ナ
リ
。
第
一
ハ
既
-
一
言
ヒ
シ
如
ク
直
チ
ニ
品
物
〔
即
チ
土
地
〕
ノ
上
ニ
在
ル
権
ナ
リ
。
第
一
一
ハ

供
給
ノ
権
ハ
品
物
ニ
展
ス
ル
故
-
一
所
有
者
〔
地
主
〕
ノ
生
命
ト
共
ニ
消
亡
セ
ス
。
供
給
ノ
権
ハ
収
実
ノ
権
ト
異
ナ
り
テ
永
久
ノ
者
ナ
リ
。
収
実
権
ハ
収

曲
一
究
者
ノ
身
ト
共
ニ
消
亡
λ
故
-
一
或
ハ
之
ヲ
身
ニ
一
属
λ

ル
供
給
ノ
権
ト
云
フ
〔
セ
ル
ピ
チ
ナ
l

ド
ベ
ル
ソ
ナ
ル
〕
』
(
明
治
文
化
全
集
第
一
一
一
一
巻
四
八

一t
四
八
二
ペ
ー
ジ
〉

と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
土
地
に
対
す
る
所
有
権
が
土
地
に
対
す
る
使
用
・
収
獲
(
収
益
)
・
処
置
(
処
分
)
と
い
う
権
能
を
内
容
と
す

る
と
な
す
概
念
構
成
を
と
っ
て
組
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
近
代
法
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
所
有
権
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
代

的
諸
法
典
に
お
け
る
所
有
権
は
、
観
念
的
タ
イ
ト
ル
と
し
て
現
実
的
占
有
と
峻
別
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
に
対
抗
し

う
る
絶
対
的
な
権
利
だ
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

」
の
よ
う
な
所
有
権
の
概
念
構
成
は
ロ

i
マ
法
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

九
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一O
O

い
る
。
そ
し
て
『
所
有
権
」
を
こ
の
よ
う
に
概
念
構
成
す
る
こ
と
は
、
所
有
権
の
歴
史
的
性
質
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

(
叩
)
る
。
と
こ
ろ
が
ボ
ア
ソ
ナ
!
ド
は
そ
の
『
性
法
講
義
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
所
有
権
の
諸
権
能
の
行
使
は
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
所
有
権
に
対
し
て
、

現
実
の
支
配
関
係
を
表
現
し
て
い
る
物
上
権
(
物
権
)
の
重
畳
的
な
成
立
を
認
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、

土
地
所
有
権
の
概
念
構
成
を
具
体
的
な
歴
史
的
諸
条
件
と
結
び
つ
け
よ
う
と
な
し
℃
い
る
こ

と
。
従
っ
て
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
は
、

土
地
所
有
権
の
範
囲
・
内
容
を
一
定
不
変
の
も
の
と
し
て
回
定
的
に
把
え
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、

ポ
ア
ソ
ナ

l
ド
は
土
地
所
有
権
を
抽
象
的
に
概
念
構
成
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有

を
一
つ
の
近
代
的
な
権
利
関
係
と
し
て
把
え
、

そ
こ
か
ら
法
的
概
念
を
与
え
℃
い
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

ボ
ア
ソ
ナ

l
ド
の

『
性
法
講
義
』
で
主
張
さ
れ
た
所
有
権
概
念
は
、
明
治
政
府
の
も
と
で
実
際
の
土
地
関
係
に
対
し
て
適
用
さ
れ
た
一
時
期
、
か
存
在
す
る
。

こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
以
後
、

土
地
所
有
権
に
対
し
て
、
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的
概
念
が
附
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す

事
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
八
八

O
年
(
明
治
二
一
一
年
)
一

O
月
の
大
審
院
判
決
第
二
五
六
号
(
山
税
書
上
ケ
差
組
ノ
件
)
に
し
め
さ

れ
た
国
家
的
判
断
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
明
治
五
年
第
五
十
号
布
告
ハ
人
民
ノ
曽
テ
有
ス
ル
コ
ト
能
ワ
サ
リ
シ
土
地
ノ
所
有
権
ヲ
新
ニ
附
与
シ
タ
ル
ノ
主
旨
ニ
プ
ラ
ス
シ
テ
従
前
人
民
ユ
土

地
ノ
所
有
権
ア
ル
モ
特
ユ
其
売
買
ヲ
禁
シ
タ
り
シ
ヲ
以
テ
其
ノ
禁
令
ノ
ミ
ヲ
解
キ
タ
ル
ノ
主
旨
ナ
リ
ト
ス
』
(
向
上
明
治
二
二
年
大
審
院
判
決
録
第

二
五
六
号
中
田
薫
法
制
史
論
集
第
二
巻
一
九
三
八
年
五
二
一
ペ
ー
ジ
)

と
判
決
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
太
政
官
布
告
第
五

O
号
(
回
畑
山
永
代
売
買
ノ
解
禁
)

に
よ
っ
て
、

は
じ
め

て
人
民
に
土
地
所
有
権
が
あ
た
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
土
地
所
有
権
の
も
つ
諸
機
能
の
う
ち
で
、

」
れ
ま
で
制

根
き
れ
て
き
た
処
分
の
権
能
が
承
認
さ
れ
、

そ
の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
に
過
、
ぎ
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
人
民
に



土
地
所
有
権
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
国
家
的
判
断
は
一
九
一
八
年
(
大

正
七
年
)
五
月
一
一
六
日
の
大
審
院
第
一
民
事
部
判
決
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

『
明
治
五
年
太
政
官
布
告
第
五
十
号
ヲ
以
テ
地
一
肌
ノ
永
代
売
買
ノ
禁
ヲ
解
キ
其
売
買
所
持
ヲ
許
シ
タ
ル
ハ
土
地
ハ
閏
ノ
所
有
ニ
シ
テ
人
民
ハ
士
地
ノ

所
有
権
ヲ
有
セ
ス
唯
其
佐
用
収
益
権
ヲ
有
ス
ル
ニ
過
キ
サ
リ
シ
ヲ
改
メ
人
民
一
一
土
地
ノ
所
有
権
ヲ
附
与
シ
従
来
有
シ
タ
ル
其
使
用
収
益
権
ヲ
以
テ
所
有

権
ト
為
シ
タ
ル
旨
趣
ナ
リ
ト
ス
』
(
向
上
大
正
七
年
大
審
院
判
決
録
第
二
四
輯
一

O
一
0
ペ
ー
ジ
)

と
判
決
し
た
c

こ
の
一
九
一
八
年
(
大
正
七
年
)
の
大
審
院
第
一
民
事
部
判
決
は
、
前
記
の
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
太
政
官
布
告
第

五
O
号
(
回
畑
、
氷
代
売
買
/
解
林
郁
)
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
人
民
に
土
地
所
有
権
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
な
し
て
い
る
。

」
こ
で
は
明
ら
か

に
明
治
民
法
の
所
有
権
規
定
に
従
っ
て
、
所
有
権
の
絶
対
性
・
観
念
性
に
も
と
づ
く
法
的
概
念
に
立
脚
し
て
、
判
決
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
に
対
す
る
利
用
・
収
益
と
い
う
話
機
説
を
、
土
地
に
対
す
る
所
有
権
だ
と
確
認
し
た
ま
で
で
あ
る
G

こ
う
し
て
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
太
政
官
布
告
第
五

O
号
(
田
畑
、
氷
代
売
買
ノ
解
禁
)
と
い
う
同
一
の
布
告
は
、
そ
の
時
々
の
必

要
と
要
求
に
従
っ
て
、
具
体
的
な
法
的
意
味
を
国
家
権
力
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
具
体
的
な
法
的
機
能
を
果
す
と
い
う
事
実
を
例
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仕
の
解
釈
は
同
一
の
条
文
の
表
現
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
多
様
な
意
味
の
う
ち
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
選

択
さ
れ
た
一
つ
の
意
味
が
、
法
的
意
味
を
も
っ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
同
時
に
、

」
こ
で
は
土
地
に
対
す
る
権
利
関
係
を
人

と
人
と
の
関
係
か
ら
把
握
す
る
法
的
思
考
か
ら
、
人
と
物
と
の
関
係
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
法
的
思
考
へ
、
移
行
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
土
地
に
対
す
る
関
係
は
、

土
地
(
客
体
)
に
対
す
る
た
ん
な
る
支
配
H
土
地
(
客
休
)
に
対
す
る
使
用
・
収
益
・
処
分

の
諸
権
能
だ
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
土
地
所
有
権
も
絶
対
的
支
配
の
権
能
と
し
て
、
観
念
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
だ
が
、

K
・
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
な
か
で
、

守
土
地
所
有
な
る
も
の
は
、
若
干
の
人
々
が
地
体
の

定
分
を
独
占
し

て
、
他
の
凡
ゆ
る
人
々
を
排
除
し
、
自
己
の
私
的
意
思
に
専
属
し
た
部
分
と
し
て
こ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
を
前
提
す
る
」

(
同
上
三
巻
下

明
治
初
年
め
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

C 



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
〉

。

一
五
六
ぺ
i
Jゾ
)
と
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

K
・
マ
ル
ク
ス
が
土
地
に
対
す
る
支
配
を
ま
ず
排
他
性
、

つ
ま
り
人
と
人
と
の
関
係
に
着

目
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に

K
・
マ
ル
ク
ス
は
、
土
地
に
対
す
る
支
配
を
土
地
所
有
の
前
提
で
あ
る
と
な
し
つ
つ
も
、

土

地
に
対
す
る
支
配
が

つ
ね
に
近
代
的
土
地
所
有
権
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
士
地
に
対
す
る
支
配
が
近
代

的
土
地
所
有
権
|
|
近
伐
法
上
の
一
つ
の
権
利
で
あ
る
ー
ー
と
し
て
保
障
さ
れ
る
た
め
に
ほ
、

一
定
の
社
会
・
経
済
的
条
件
|
|
資
本
主

義
的
生
産
関
係
の
展
開
と
い
う
ー
ー
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
の
土
地
所

有
権
の
性
格
規
定
に
お
い
て
は
、

こ
う
し
た
社
会
・
経
済
的
条
件
の
存
在
を
無
視
し
、

た
ん
に
土
地
に
対
す
る
支
配
の
み
に
よ
っ
て
、
土

地
所
有
権
の
性
格
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
。

た
と
え
ば
吉
田
久
民
は
『
土
地
所
有
権
論
』
〈
巌
必
裳
害
防

一
九
三
七
年
四
月
)
の
な
か
で
、

っ
、
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
土
地
ノ
支
記
ガ
総
括
統
一
的
ニ
ツ
テ
且
某
/
支
配
権
能
ガ
時
ノ
経
過
-
一
依
リ
当
然
消
滅
ス
ベ
ク
運
命
付
ケ
ラ
レ
居
ラ
ザ
ル
コ
ト
ガ
土
地
所
有
権
ノ

特
質
一
一
シ
テ
斯
ル
特
質
ヲ
有
ス
ル
権
利
即
チ
土
地
所
有
権
ナ
リ
』
(
同
上
一
七
五
パ
l
ジ〉

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
土
地
に
対
す
る
支
配
が
絶
対
的
支
配
で
あ
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
近
代
的
土
地
所
有
権
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
権
利
自
体
を
抽
象
的
に
把
握
し
、
そ
れ
の
現
実
の
一
社
会
・
経
済
的
条
件
を
無
視
し
て
い
る
観

念
論
的
把
握
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
し
め
さ
れ
る
土
地
所
有
権
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、

つ
ぎ
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ば
、
徳
川
封
建
社
会
の
末
期
に
生
成
し
た
『
新
地
主
』
は
、
近
代
的
土
地
所
有
権
者
の
蔚
芽
的
形
態

と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
と
同
時
に
ま
た
農
民
的
土
地
所
有
権
は
、
農
民
の
事
実
上
の
土
地
支
配
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。

し

か
も
貨
幣
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
生
じ
た
商
品
生
産
も
、
問
屋
制
的
家
内
工
業
と
い
う
経
済
的
形
態
を
と
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。



明
治
維
新
に
よ
る
討
本
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
指
向
は
、

土
地
関
係
に
対
し
て
も
上
か
ら
の
土
地
改
革
と
し
て
な
さ
れ
た
。
従
っ
て
土

地
所
有
権
も
単
な
る
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
確
認
し
、
そ
れ
を
地
主
に
認
め
る
と
い
う
地
主
的
土
地
所
有
権
と
し
て
確
立
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
必
然
性
を
も
っ
て
い
た
。
中
村
吉
三
郎
教
授
は
『
明
治
法
制
史
』
(
弘
文
堂
書
腐

一
九
五
五
年
一
月
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
す
べ
て
の
法
概
念
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
と
く
に
土
地
所
有
権
の
如
き
歴
史
的
に
そ
の
具
体
的
形
態
を
変
え
て
き
て
い
る
よ
う
な
も

の
に
つ
い
て
、
今
日
の
土
地
所
有
権
の
概
念
で
も
っ
て
た
だ
ち
に
、
品
目
も
人
民
に
土
地
所
有
権
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
云
う
よ
う
な
こ
と
を
、
き
め
て

し
ま
う
の
は
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
』
(
向
上
一
六
J
一
七
ペ
ー
ジ
)

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
七
月
一

七
日
の
布
告
「
府
県
奉
職
規
則
』
の
第
四
項
附
に
は
、

っ
、
ぎ
の
よ
う
な
規
定

が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
曲
涜
ハ
田
畑
永
代
売
ヲ
停
止
ス
ル
旧
制
ニ
法
リ
貧
民
一
一
モ
田
畑
-
一
一
離
レ
ヌ
様
良
制
ヲ
立
叉
ハ
漸
次
質
地
譲
リ
帰
シ
等
ノ
処
分
ヲ
著
ケ
生
産
F

一
基
様
熟

慮
ス
ヘ
シ
』

と
な
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
の
布
告
に
よ
っ
て
、
徳
川
期
に
お
け
る
田
畑
永
代
売
買
の
禁
止
の
企
図
し
て
い
た
農
民
向
身
を
し
ば
り
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
の
奨
励
を
な
す
と
い
う
旧
制
を
承
継
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
新
政
府
が
田
畑
永

〈
刊
川
)

代
売
買
の
解
禁
に
ふ
み
き
っ
て
い
い
ず
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
で
に
一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)

四
月
に
は
、
会
計
官
権
判
事
加
藤
弘
蔵
に
よ
っ
て
「
函
地
地
面
勝
手
に
売
買
被
差
許
可
然
事
』

(
議
案
録
第
二
の
一
五
葉
)
が
発
議
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
桜
井
選
出
議
員
近
藤
門
造
も
『
禁
止
田
地
売
買
之
議
』

(
議
案
録
第
五
の
四
五
葉
)
を
提
出
し
た
。
し
か
し
事
実
上
土
地
永
代

売
買
禁
止
法
の
趣
旨
は
、
前
記
一
八
六
九
年
(
明
治
二
年
)
布
告
吋
府
県
奉
職
規
制
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
小
管
県
(
明
治
四
年
二
月
一
一
一
白
に
東
京
府
に
合
併
さ
れ
た
)
発
布
の
示
書
に
は
、

『
田
畑
永
代
売
買
頼
納
井
一
一
重

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
一
一
〉

一O
一二



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

質
之
儀
ハ
堅
ク
不
相
成
』
と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
土
地
の
譲
渡
に
よ
っ
て
農
民
を
土
地
よ
り
離
散
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し

一O
四

明
治
政
府
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
八
月
に
な
っ
て
一
村
限
り
の
土
地
の
永
代
売
買
を
許
す
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
や
が
て
一

八

七

二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
一
五
日
の
一
般
的
な
土
地
の
永
代
売
買
の
解
禁
へ
と
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

明
治
政
府
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
に
一
村
限
り
の
土
地
の
永
代
売
買
を
許
す
と
と
も
に
、

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
九
月
四
日

に
は
『
田
畑
勝
手
作
り
」
(
大
蔵
省
達
第
四
七
号
)
を
布
達
し
た
。

こ
の
布
達
は
土
地
永
代
売
買
の
一
般
的
解
禁
へ
の
前
進
を
一
歩
進
め
る

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
達
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
の
田
畑
の
米
穀
以
外
の
作
付
は
制
限
さ
れ
て
い
た
の
を
廃
止
し
、

田

畑
勝
手
作
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
民
的
商
品
生
産
を
指
向
し
た
た
め
だ
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
の
田
畑
勝
手
作

り
を
明
治
政
府
が
許
す
に
至
っ
た
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
の
発
令
を
正
院
に
寄
与
討
議
し
た
『
大
蔵
省
伺
文
』

(
井
上
候
建
議
要
項
一

文
部
省
史
料
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
従
前
割
拠
ノ
弊
ヲ
受
ケ
一
銭
ノ
部
内
-
一
日
用
必
需
ノ
口
問
尽
ク
備
ハ
ラ
サ
レ
ハ
其
他
ノ
人
民
生
活
相
成
兼
候
儀
ト
心
得
候
ヨ
リ
今
日
ニ
至
リ
候
而
モ

其
他
ニ
適
当
セ
サ
ル
品
物
ハ
之
ヲ
他
邦
ニ
求
ム
ル
ヲ
知
ラ
ス
:
:
:
第
一
地
カ
ヲ
尽
サ
サ
ル
荷
己
ナ
ラ
ス
大
-
一
富
殖
ヲ
求
ム
ル
ノ
道
一
一
背
ク
:
:
:
全
国
之

大
計
-
一
差
響
候
儀
:
:
・
前
ノ
地
主
ノ
好
ミ
ニ
任
セ
地
味
適
当
之
品
物
仕
付
』

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
農
業
に
お
け
る
自
給
経
済
、
従
っ
て
商
品
流
通
の
未
発
達
が
国
富
の
増
進
に
利
益
で
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め

商
品
の
流
通
を
前
提
と
し
た
農
業
生
産
の
実
現
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
に
よ
っ
て
、

(
大
蔵
省
達
第
四
七
号
〉
が
布
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
九
月

四
日
に
『
田
畑
勝
手
作
』

『
是
、
迄
夫
食
不
足
ノ
訳
ヲ
以
テ
回
畑
ヘ
ハ
米
麦
雑
穀
ヲ
重
モ
ニ
作
付
致
シ
桑
格
漆
茶
藍
麻
蘭
菜
種
主
ハ
外
ノ
作
物
共
其
土
地
ニ
適
当
致
シ
候
テ
モ
作
付

不
致
或
ハ
元
地
頭
領
主
ヨ
リ
差
留
候
向
モ
有
之
仮
処
追
々
運
輸
ノ
道
弁
利
相
成
其
上
是
迄
米
納
ノ
向
モ
願
次
第
石
代
納
御
差
許
相
成
候
事
一
一
付
村
三
自

姓
銘
銘
ノ
夫
食
取
入
侯
外
ハ
何
回
問
-
一
限
ラ
ス
勝
手
-
一
作
付
致
シ
侯
方
下
々
ノ
利
潤
ニ
モ
可
相
成
候
間
総
テ
従
来
其
士
地
ノ
貢
租
辻
ヲ
以
年
季
ヲ
究
検
見



ノ
場
所
ハ
新
規
定
免
ノ
規
則
ニ
照
準
ジ
定
納
相
阪
候
上
ハ
屋
敷
成
並
田
畑
勝
手
作
共
御
差
許
可
相
成
候
条
地
味
ノ
善
悪
作
物
ノ
損
得
篤
ト
勘
弁
イ
タ
シ

充
分
位
当
ニ
可
相
成
見
込
有
候
ハ
、
可
願
出
事

右
ノ
通
下
村
々
へ
触
達
願
出
候
そ
ノ
有
之
-
一
於
テ
ハ
従
前
/
貢
租
辻
等
篤
ト
相
札
不
都
合
無
之
侠
ハ
、
開
局
置
追
一
ア
可
相
賭
事
(
但
書
略
)
』

と
な
っ
て
い
る
υ

こ
こ
で
は
従
来
の
領
主
的
農
民
支
配
の
打
肢
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
同
達
に
よ
る
作
付
解
禁
は

『
従
来
之
貢
租
辻
ヲ
以
テ
定
納
相
願
候
ニ
オ
イ
テ
ハ
』
と
い
う
条
件
が
附
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
従
来
の
貢
租
す
な
わ

ち
封
建
地
代
(
現
物
地
代
)
の
存
続
を
前
提
と
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
布
告
に
よ
っ
て
、
従
来
の
賞
租
の
形
態
と
し
て
は
、

貨
幣
地

代
へ
の
転
化
が
な
し
と
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
布
告
が
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発
展
を
助
長
す
る
と
い
う
役
割
を
は
た
し
た
こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
政
府
の
企
図
は
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発
展
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
封
建
的
地
代
の
物
納

的
形
態
か
ら
脱
皮
し
、
貨
幣
形
態
へ
の
転
化
を
は
か
る
ι

と
い
う
意
味
で
、
商
品
生
産
の
展
開
を
助
長
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
農
民
の
近
代
的
土
地
所
有
と
い
う
法
形
式
を
実
現
す
る
前
提
条
件
の
作
出
を
な
す
た
め
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

町、、。

φ
l
L
1

、Uこ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
明
治
維
新
以
後
土
地
関
係
に
対
す
る
封
建
的
諸
制
限
は
撤
廃
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
各
種
の
改
革
が
実

現
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
特
徴
的
改
革
は
一
八
六
八
年
(
明
治
一
万
年
)
の
百
姓
町
人
の
土
地
所
持
の
権
を
確
認
し
た
ζ

と。

そ
し

て
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
に
作
付
お
よ
び
地
種
転
換
の
制
限
を
廃
止
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
で
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)

の
田
畑
永
代
売
買
の
禁
令
の
廃
止
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
一
定
の
面
積
な
い
し
石
高
以
内
の
土
地
の
分
割
を
禁
止
す
る
分
地
制

限
令
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
た
直
接
の
法
令
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
永
代
売
買
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
、

ハ
刊
叫
)

止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

こ
の
分
地
制
限
も
廃

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
〉
の
作
付
制
限
の
廃
止
と
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
田
畑
永
代
売
買
の

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
伯
祐
に
つ
い
て
(
二
)

一O
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

一O
六

解
禁
と
の
間
に
は
、
法
令
上
の
一
継
続
性
々
認
め
う
る
と
い
う
よ
り
も
、

そ
こ
に
は
法
令
の
目
的
乃
至
企
図
と
の
間
に
断
絶
す
る
法
的
意
味

の
転
換
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
ω

こ
れ
ら
一
連
の
事
実
は
、
徳
川
時
代
の
封
建
制
胎
内
に
於
て
醸
成
さ
れ
た
全
国
の
法
慣
習
が
、
幕
府
の

瓦
解
に
当
っ
て
も
揚
棄
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
殊
に
収
税
機
構
が
其
佳
新
政
府
に
引
継
が
れ
た
こ
と
、

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
以
降
、

一
所
謂
先
進
開
化
国
の
立
住
民
倣
を
初
む
る
こ
と
に
よ
る
単
行
法
の
施
行
を
以
っ
て
、
法
慣
習
が
選
択
取
捨
さ
れ
る
道
、
封
建
制
的
私
法
慣

習
の
継
続
を
約
束
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
此
の
封
建
的
私
法
慣
習
の
継
続
は
、
次
に
発
布
さ
れ
た
民
法
典
に
間
接
に
大
な
る
影
響
を
与

え
た
も
の
で
あ
っ
て
、

外
観
上
、

此
の
私
法
慣
習
は
蔑
に
さ
れ
て
い
た
如
く
で
あ
る
が
、

実
は
こ
れ
が
架
橋
的
役
割
を
果
し
て
現
行
民

訟
の
全
貌
が
、
封
建
制
と
資
本
主
義
的
私
有
財
産
制
と
の
抱
合
に
於
て
画
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
斯
の
如
き
事
実
は
叉
、
明
治
初
期
に

於
け
る
我
国
の
一
般
経
済
の
存
在
構
造
が
政
体
改
革
と
同
時
に
改
革
さ
れ
ざ
り
し
こ
と
、
即
ち
資
本
主
義
的
な
新
立
法
を
急
速
に
要
請
す

る
素
地
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

(

1

)

も
っ
と
も
小
野
武
夫
氏
は
、
『
明
治
前
期
士
地
制
度
史
論
』
(
有
斐
閣
一
九
四
八
年
七
月
)
の
な
か
で
、
『
明
治
維
新
政
府
の
意
図
は
単
に

江
戸
時
代
に
お
け
る
土
地
私
有
権
制
度
を
再
確
認
せ
ん
と
せ
し
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
経
新
後
始
め
て
農
民
に
土
地
所
有
権
を
附
与
し
た
り
と
す

る
見
解
は
当
ら
な
い
」
(
向
上
一
四
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(

2

)

石
井
良
助
教
授
は
『
一
八
七
一
二
年
(
明
治
六
年
)
ご
ろ
よ
り
、
こ
れ
に
か
え
て
所
有
の
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
所
持
の
語
は
法
律
的

に
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
』
(
明
治
文
化
研
究
会
編
明
治
文
化
史
2

洋
々
社
昭
和
二
九
年
八
月
五
六
一
一
了
、
五
六
四
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て

い
る
。

(

3

)

丹
羽
邦
男
明
治
維
新
の
土
地
変
本
近
代
土
地
制
度
史
研
究
叢
書
第
二
巻
お
茶
の
水
書
房
一
九
六
二
年
二
月

(
4
)

小
早
川
欣
む
続
明
治
法
制
業
考
山
口
書
広
一
九
四
四
年
三
月
四

O
七
ペ
ー
ジ

(
5
)

石
井
良
助
明
治
文
化
史
2

洋
々
社
一
九
五
四
年
八
月
三
七
ペ
ー
ジ

(

6

)

小
野
武
夫
明
治
前
期
土
地
制
度
史
論
有
斐
閣
一
九
回
八
年
七
月
四
八
ペ
I
J
J

(

7

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
官
川
澄
『
民
法
典
論
争
の
社
会
・
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て
司
L

(

立
教
経
済
学
研
究

五
二
ペ
ー
ジ

六
巻
一
号

一
九
五
二
年



月
一
ペ
ー
ジ
以
下
、
同
『
明
治
権
力
の
法
的
構
造
』

い
る
か
ら
参
照
し
て
下
さ
い
。

(
8
)
拍
奄
の
十
種
巻
二
暁
窓
追
録
(
明
治
二
年
)
、
明
治
文
化
研
究
会

二
月

(
9
)

明
治
文
化
研
究
会
明
治
文
化
全
集
一
一
一
一
巻
法
律
編
日
本
評
論
社
一
九
二
九
年
五
月
。
こ
の
早
出
法
講
義
』
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
が
明
治

七
年
四
月
九
日
司
法
省
法
学
校
開
校
よ
り
初
め
た
自
然
法
説
の
綱
要
に
関
す
る
講
義
を
井
上
操
氏
が
筆
記
し
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
法
省
蔵
版

と
し
て
明
治
一

O
年
六
月
刊
行
に
か
か
わ
る
も
の
が
最
も
古
い
。
井
上
操
氏
は
後
改
訂
追
補
し
、
中
正
堂
蔵
版
(
明
治
一
四
年
三
月
)
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。

(m)
川
島
武
宣
所
有
権
法
の
理
論
五
ペ
ー
ジ
。
ギ
I
ル
ケ
の
『
所
有
権
も
亦
歴
史
的
範
鴎
に
し
て
論
理
的
範
鴎
に
あ
ら
ず
』
と
い
う
一
言
葉
は
有

名
で
あ
る
。

(
U
)

小
倉
武
一
土
地
立
法
の
史
的
考
察
農
林
省
農
業
綜
合
研
究
所
一
九
五
一
年
一
一
一
月
二

O
六
J
二
O
七
ペ
ー
ジ

(
ロ
)
小
早
川
欣
吾
続
明
治
法
制
議
考
山
口
書
庖
一
九
四
四
年
一
一
一
月
四

O
八
ペ
ー
ジ

(
口
)
こ
れ
は
は
な
は
だ
徳
川
時
代
の
五
人
組
根
前
書
に
類
似
し
た
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
示
書
は
全
文
四
二
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。

(

H

)

小
早
川
欣
吾
続
明
治
法
制
叢
考
山
口
書
庖
一
九
四
四
年
一
一
一
月
四

O
八
ペ
ー
ジ

(
日
)
石
井
良
助
明
治
文
化
史
2

洋
々
社
一
九
五
四
年
八
月
五
六
四
ペ
ー
ジ

(
日
)
小
早
川
欣
吾
続
明
治
法
制
叢
考
山
口
書
庖
一
九
四
四
年
三
月
四

O
八
1
四
O
九
ペ
ー
ジ

(
お
茶
の
水
書
房

一
九
五
九
年
二
月
、
二
五
六
ペ
ー
ジ
以
下
)
で
、
く
わ
し
く
取
扱
っ
て

明
治
文
化
全
集
第
七
巻

外
国
文
化
編

日
本
評
論
社

一
九
二
八
年

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
以
降
の
土
地
立
法
の
変
遺

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
維
新
以
降
、

一
八
七
二
年
〈
明
治
五
年
)

に
田
畑
永
代
売
買
の
解

禁
が
法
令
上
実
現
さ
れ
る
ま
で
、

土
地
に
対
す
る
諸
立
法
は
、

土
地
そ
の
も
の
に
対
す
る
所
有
権
を
法
認
す
る
も
の
と
は
い
え
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
以
後
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)

の
田
畑
永
代
売
買
の
解
禁
に
い
た
る
ま
で
の
土
地
立
法
が
、

一
定
の
能

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一O
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

0 
八ー

動
的
作
用
を
土
地
関
係
に
対
し
て
あ
た
え
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
c

し
か
し
土
地
に
刻
す
る
支
配
関
係
そ
の
も
の
に
対
し
て

t土

こ
れ
ま
で
の
旧
慣
を
維
持
し
、

土
地
に
対
す
る
所
有
権
の
法
認
を
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

だ
が
農
業
に
お
け
る
商
品
経
済

の
侵
透
が
、

土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
導
く
客
観
的
な
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
客
観
的
事
実
は
法
制
的
に
承
認
せ
ざ
る

を
え
な
く
す
る
。

つ
ま
り
こ
う
し
た
客
観
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
を
法
制
的
に
認
め
る
こ
と
に
な
ら
、
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
一

八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
一
五
日
の
「
田
畑
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
{
H
布
告
第
五
O
号
)
の
布
告
き
れ
た
意
味
で
あ
る
。

」
の
布

告
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
ο

す
な
わ
ち
、

『
地
所
永
代
売
買
ノ
儀
従
来
禁
制
ノ
処
、
自
今
凶
民
共
克
買
致
所
持
儀
被
差
許
快
事
」

工
)

(
外
史
局
編
纂

明
治
壬
申
布
告
金
書

明
治
五
年
第
二
冊
七

と
な
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
布
告
は
土
地
売
買
の
解
禁
を
法
認
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
土
地
の
所
持
を
四
民
に
平

等
に
法
認
し
て
い
る
。
こ
の
土
地
の
『
所
持
』
を
四
民
平
等
に
法
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
の
土
地
関
係
に
対
す
る
法
的
規
制
と
対
比

し
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
法
制
的
意
味
に
お
い
て
呉
っ
た
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

」
れ
ま
で
の
土
地
に
対
す
る
封

建
的
領
有
関
係
か
ら
生
じ
た
、
領
主
リ
農
民
の
隷
属
的
な
支
配
関
係

!
l法
的
に
は
封
建
領
主
の
領
有
権
(
保
有
権
)
l
ー
を
撤
廃
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
法
的
意
味
も
抽
象
的
に
担
え
れ
ば
、
一
一
程
の
意
味
を
も
っ
て
理
解

さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

」
の
二
様
の
解
釈
〈
理
解
)
は

コ
所
持
』
と
い
う
文
字
に
表
現
さ
れ
る
も
の
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
法
的
意
味
を
あ
た
え
ら
れ

る
か
、

と
い
う
点
の
差
異
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
ま
す
第
一
に
、
農
民
に
対
す
る
土
地
所
有
が
、
法
制
的
に
碓

認
さ
れ
た
の
だ
と
す
る
意
味
に
お
い
て
、

理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
第
二
に
、

地
主
の
土
地
所
有
が
、
法
制
的
に
確
認
さ
れ
た



の
で
あ
る
と
す
る
意
味
に
お
い
て
、

理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
農
民
・
地
主
の
階
級
的
存
在
を
抽
象
化
し
、

い
わ
ゆ
る
四
民

と
し
て
一
般
化
し
、
抽
象
的
な
所
持
一
般
と
し
て
把
え
る
か
ぎ
り
、

こ
の
二
様
の
法
的
意
味
の
差
異
は
導
き
出
さ
れ
な
い
。
抽
象
化
さ
れ

た
法
定
立
者
の
企
凶
は
、
現
実
の
土
地
関
係
に
お
け
る
客
観
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
、

は
じ
め
て
具
体
的
に
定
着
す
る

こ
と
に
な
る
。
法
的
意
味
は
こ
う
し
た
意
味
で
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

」
こ
で
は
『
所
持
』
と
い
う
法
的
意
味
が
、
ど
の

よ
う
に
確
認
さ
れ
て
い
た
か
を
明
確
に
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、

い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
時
に
お
け

る
土
地
関
係
、

つ
ま
り
土
地
に
対
す
る
地
主
と
農
民
の
現
実
的
な
社
会
・
経
済
的
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
な
し

に
は
『
所
持
」
の
も
つ
法
的
意
味
は
、

明
確
に
で
き
な
い
と
考
え
る
。

で
は
当
時
に
お
け
る
土
地
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

一
般
論
に
た
っ
て
把
え
る
か
yJ
ぐ
り
、
農
業
生
産
が
ま
だ
領
主
H
農
民
と
い
う
お
く
れ
た
形
態
を
と
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
な
ら

ぽ
、
農
民
に
対
す
る
土
地
所
有
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
土
地
に
対
す
る
『
所
持
』
が
、
第
一
の
法
的
意
味
を
と
っ
て
確
認

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
農
業
に
お
け
る
商
品
目
貨
幣
経
済
が
す
で
に
侵
透
し
、
領
主
H
地
主
H
小
作
人
と
い
う

よ
り
進
ん
だ
形
態
を
と
っ
て
農
業
生
産
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
、
地
主
に
対
す
る
土
地
所
有
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
土
地
に
対
す
る
『
所
持
」
が
、
第
二
の
法
的
意
味
を
と
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
訂
だ
が
、

」
の
い
づ
れ
の

場
合
に
あ
っ
て
も
、

こ
の
『
所
持
』
の
表
現
し
て
い
る
は
ず
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
は
、

土
地
に
対
す
る
近
代
的
所
有
権
H

私
的
(
資

本
主
義
的
)
所
有
権
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
は
た
ん
に
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
法
的
権
利
と
し
て
承
認
し
、

従

て
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
を
確
認
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
は
、
農
業
に
お

け
る
資
本
主
義
的
発
展
を
指
向
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
強
行
し
て
日
本
資
本
主
義
を
急
速
に
う
ち

立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
は
、

そ
の
た
め
に
農
業
か
ら
の
搾
取
を
強
化
し
、
畏
業
に
お
け
る
半
封
建
的
諸
問

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一O
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
〉

二
む

係
1

1
地
主
H
小
作
人
関
係
!
ー
を
温
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
土
地
所
有
権
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
形
式
を
利
用
し
て
、
こ
う
し
た
諸

関
係
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
役
割
を
果
し
た
に
過
、
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
農
業
生
産
の
も
つ
現
実
を
土
台
と
し
て
、

土
地
所

有
権
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
の
二
様
の
法
的
怠
味
の
う
ち
、

ど
れ
を
選
択
し
、
法
的
評
価
を
な
す
か
は
、

土
地
所
有
権
の
も
っ
て
い
る

外
形
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
的
な
法
形
式
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
当
然
に
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性

に
対
す
る
認
識
と
、

ま
た
そ
れ
を
土
台
と
し
て
成
り
立
つ
日
本
農
業
の
実
際
の
社
会
・
経
済
的
条
件
の
分
析
、

さ
ら
に
は
明
治
政
府
が
そ

う
し
た
農
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
諸
政
策
を
と
っ
て
指
向
し
て
い
た
か
、

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
全
体
は
明
治
政
府
の
制
定
し
た
土
地
立
法

の
真
の
意
味
を
、
社
会
の
実
際
に
そ
く
し
て
理
解
す
る
必
要
を
意
味
し
て
い
る
。

明
治
維
新
以
後
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
『
田
畑
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

〈
太
政
官
布
告
第
五
O
号
)
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
土
地
関
係

は
、
法
制
的
に
み
る
限
り
、

こ
れ
ま
で
の
徳
川
端
に
お
け
る
法
制
の
承
継
と
再
確
認
に
止
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
実
の
農
業
に
生
じ

た
商
品
H
貨
幣
経
済
の
一
般
化
と
い
う
現
実
を
ふ
ま
え
て
、

土
地
関
係
に
対
す
る
法
制
的
整
理
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
た
し

か
で
あ
る
。
法
史
的
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の

『
白
畑
、
氷
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
官
布
告
第
五
O
号
)
以
後
の
土
地
立
法
は

明
治
政
府
の
土
地
所
有
権
の
法
認
と
い
う
路
線
を
ふ
み
、
だ
し
て
い
く
こ
と
を
し
め
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
民
法
典
編
纂
事
業
の
進
行
と
と
も
に
旧
民
法
↓
明
治
民
法
の
過
程
を
通
し
て
、
明
治
民
法

の
所
有
権
規
定
と
し
て
二
般
的
に
定
着
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
明
治
政
府
の
手
に
よ
る
土
地
立
法
が
、
土
地
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
所
有
関
係
を
、
従
っ
て
、

土
地
立
法
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
法
的
性
格
を
、

」
の
土
地
に
刻
す
る
所
有
権
に
あ
た
え
よ
う
と
し
た
か

が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
課
題
を
解
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
課
題
の
解
明
の
前
提
条
件
は
、
ぃ

う
ま
で
も
な
く
私
的
土
地
所
有
権
と
近
代
的
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
上
の
差
異
を
明
確
に
し
、

正
し
く
医
別
し
て
理
解
す
る
こ
、
ど
が
必



要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、

こ
う
し
た
解
明
と
そ
れ
に
よ
る
正
し
い
理
解
は
、

か
な
ら
ず
し
も
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
問
題
の
混
乱
と
不
正
確
さ
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
よ
っ
て
出
現
し
た
土

地
所
有
権
の
法
的
性
格
を
ど
う
み
て
い
る
の
だ
る
う
か
。

た
と
え
ば
水
本
浩
教
授
は
「
土
地
所
有
権
制
限
の
理
論
』
(
ジ
ュ
リ
ス
ト
2
0・
詰
〈

一
九
六
七
年
六
月
一
五
日
号
V
)
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
第
一
に
封
建
的
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
自
由
性
を
保
障
さ
れ
た
(
自
由
な
所
有
権
)
。
第
二
に
上
級
所
有
権
に
よ
る
制
限
か
ら
離
脱

し
た
と
い
う
意
味
で
、
絶
対
性
を
保
障
さ
れ
た
〈
所
有
権
の
絶
対
性
)
。
近
代
以
前
と
の
歴
史
的
絶
縁
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
二
つ
の
性
質
の
具
有

は
、
明
治
初
期
に
は
そ
れ
相
当
の
前
進
的
な
社
会
的
機
能
を
果
し
得
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
た
所
有
権
の
絶
対
不
可
侵
の
観
念
も

存
在
意
義
を
も
ち
え
た
』
(
同
上
四
一
ペ
ー
ジ
)
。

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
治
維
新
以
後
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
が
、

つ
ま
り
白
白
な
所
有
権
H
所
有
権
の
絶
対
性
が
主
軸
と
し
て

法
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
れ
が
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
一
定
の
社
会
的
機
能
を
実
際
に
は
た
す
こ

と
が
で
き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
引
き
つ
づ
き
こ
の
所
有
権
の
絶
対
性
だ
け
か
ら
、
そ
の
土
地
所
有
権
が
近
代
的
土
地
所
有
権

と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
正
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
土
地
所
有
権
が
具
有
せ
ら
れ
た
、
こ
の
二
つ
の
性
質
、
特
に
絶
対
性
鋭
念
は
地
主
制
的
土
地
所
有
の
法
的
基
礎
と
な
り
、
地
主
制
の
確
立
に
猛
威

を
ふ
る
っ
た
が
、
資
本
制
的
土
地
所
有
へ
の
転
化
に
つ
い
て
は
、
阻
止
的
要
因
と
な
り
、
わ
が
国
の
近
代
化
の
観
念
的
校
給
と
な
る
に
至
っ
た
。
近
代

的
市
民
社
会
が
正
常
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
土
地
所
有
が
資
本
H
賃
労
働
制
の
展
開
を
阻
害
し
な
い
地
位
に
置
か
れ
る
体
制
(
資
本
主
義
的
土

地
所
有
)
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
、
土
地
所
有
権
は
、
そ
の
よ
う
な
体
制
に
照
応
す
る
内
容
や
性
質
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
わ
が
国
で
は
、

土
地
所
有
権
の
絶
体
性
が
資
本
H
賃
労
働
側
の
発
展
を
圧
迫
す
る
程
に
不
当
に
強
大
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
』
(
向
上
四
一
。
へ

l
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。

K
・
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』

(
第
三
巻
)
の
な
か
で
、
農
業
に
お
け
る
商
品
H
貨
幣
経
済
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、

土
地
に
対
す
る
完
全
所
有
権
H
自
由
な
所
有
権
・
所
有
権
の
絶
対
性
が
、
農
業
生
庵
の
変
化
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
。
そ
れ

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

は
資
本
制
的
生
産
の
前
提
条
件
を
な
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ウ

Y
テ
ル
ザ
ツ
ヘ

『
貨
幣
地
代
と
と
も
に
、
土
地
の
一
部
分
を
占
有
し
耕
作
す
る
小
作
人
と
土
地
所
有
者
と
の
聞
の
伝
統
的
な
慣
習
法
的
関
係
が
、
必
然
的
に
契
約
上

チ
心

-

M

J

、・
f
九九

の
、
実
定
訟
の
明
文
に
従
っ
て
規
定
ぎ
れ
た
・
純
粋
な
・
貨
幣
関
係
に
転
形
す
る
。
だ
か
ら
、
耕
作
す
る
占
有
者
は
ポ
'
実
上
、
単
な
る
借
地
農
業
か
け
と

な
る
。
こ
の
転
形
は
、
一
面
で
は
、
そ
の
他
の
適
当
な
一
般
的
生
産
諸
関
係
の
も
と
で
は
、
旧
来
の
農
民
的
占
有
者
を
だ
ん
/
¥
に
収
奪
し
、
そ
の
代

り
に
資
本
制
的
借
地
農
薬
者
を
置
く
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
他
一
闘
で
は
こ
の
転
形
に
よ
り
、
従
来
の
占
有
者
は
金
を
払
っ
て
自
分
の
地
代
支
払
義
務
を

免
れ
て
、
自
分
の
耕
作
地
の
完
全
所
有
権
を
も
っ
独
立
農
民
に
転
化
す
る
に
い
た
る
。
現
物
地
代
の
貨
幣
地
代
へ
の
転
形
は
、
さ
ら
に
無
一
日
初
で
あ
っ

て
貨
幣
で
一
雇
わ
れ
る
日
雇
労
働
者
階
級
の
形
成
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
同
伴
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
先
行
さ
れ
さ
え
も
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
新
た
な

階
級
が
ま
だ
散
在
的
に
登
場
す
る
に
す
ぎ
ぬ
そ
の
成
立
期
の
問
に
、
よ
り
よ
い
地
位
に
あ
る
地
代
支
払
義
務
を
負
う
農
民
た
ち
の
も
と
で
は
、
す
で
に

封
建
時
代
に
'
冨
裕
な
隷
属
血
庶
民
そ
の
も
の
が
さ
ら
に
隷
農
を
抱
え
た
の
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
自
弓
の
計
算
で
農
業
的
賃
労
働
者
を
搾
取
す
る
慣
習
が

必
然
的
に
発
展
す
る
』
(
同
上
長
谷
部
文
雄
訳
青
木
文
庫
版
一
一
一
一
一
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
〉

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

K
・
マ
ル
ク
ス
の
論
述
に
立
っ
て
、

日
本
の
農
業
生
産
の
現
実
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
た
し
か
に
日

本
の
農
業
生
産
に
お
い
て
も
、
す
で
に
徳
川
封
建
制
の
胎
内
に
お
い
て
も
、
商
日
間
H
H
貨
幣
経
済
が
成
長
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
地
主
的
土

地
所
有
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
農
業
生
産
の
発
展
し
て
い
た
地
域
に
は
、

こ
う
し
た
地
主
的
土

地
所
有
の
形
態
を
通
じ
て
農
村
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解
さ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
う
し
た
地
主
的
土
地
所
有

(
2
)
 

が
、
す
で
に
か
な
り
の
成
長
を
み
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
初
年
以
降
小
作
地
が
累
進
的
に
増
大
し
た
こ
と

を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
耕
地
総
反
別
に
お
け
る
小
作
地
の
割
合
を
し
め
ず
つ
ぎ
の
表
(
次
ベ

l
Jゾ
)
を
み

れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
表
で
解
る
よ
う
に
、

明
治
初
年
に
は
、
全
閣
の
農
地
の
う
ち
で
小
作
地
の
し
め
る
面
積
の
割
合
(
小
作
地
率
)

(
3〉

は
、
約
三
一

O
一
%
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
明
治
政
府
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
対
し
て
、

日
本
の
独
立
性
を
保
持
す
る
た
め
に
役
立
つ
、
資
本
主
義
的
発
展
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を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
資
本
主
義
発
展
に
と
っ
て
有
害
な
要
因
と
し
て
作
用
す
る
、
封
建
的

存
惜
の
若
干
を
廃
棄
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
こ
の
た
め
、
資
本
主
義
的
発
[
肢
を
押
し
進
め
る
た

め
に
、
殖
産
興
業
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、

」
の
破
産
興
業
政
策
の
実
現
の
前

提
と
し
て
、

ま
ず
封
建
的
諸
関
係
ー
ー
な
か
ん
ず
く
土
地
に
対
す
る
封
建
的
所
有
関
係
と
手
工
業
の

特
権
的
組
合
制
の
保
障
!
l
iを
廃
除
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
ο

こ
れ
は
明
治
維
新
の
政
治
的
変
革

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
自
由
な
諸
関
係
の
展
開
の
可
能
性
を
利
用
し
て
、
資
本
の
本

源
的
蓄
積
1

1
ー
そ
の
経
梼
的
表
現
た
る
殖
産
興
業
政
策
の
実
現

l
ー
と
い
う
経
済
的
要
求
を
充
厄
し

て
い
く
た
め
に

こ
れ
を
制
度
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
て
零
細
耕
作
農
民
に
対
す
る
半

封
建
的
地
代
と
公
債
と
大
衆
消
費
税
に
、

そ
の
財
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
必
然

的
に
小
農
民
、
小
作
農
、
小
市
民
層
の
没
落
・
零
落
・
無
産
化
を
結
果
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
社

会
層
は
自
己
の
生
泊
条
件
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
豪
商
・
一
豪
農
に
対
し
て
、
従
っ
て
地
主
に
対

し
て
の
み
な
ら
ず
、
産
業
資
本
家
に
対
し
て
も
対
抗
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
何
り
こ
れ
は
や
が
て
農
民

騒
擾
と
な
っ
て
現
象
す
る
。
こ
れ
空
で
の
社
会
関
係
に
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
社
会
的
意
識
が
、

定

の
期
間
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
社
会
的
意
識
の
も
と
で
こ
れ
ま
で
の
社
会
関
係
が
、
現
実
の

社
会
関
係
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、

」
れ
ま
で
の
封
建
的
諾
関
係
は
な
お
明
治

維
新
後
に
お
い
て
も
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
き
、
半
封
建
的
諸
関
係
と
い
う
姿
態

を
と
っ
て
残
存
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
条
件
が
、

日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一一一一



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一
四

ず
、
そ
れ
に
照
応
す
る
近
代
的
関
係
の
展
開
を
阻
止
す
る
要
因
と
し
て
、
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
と
に
こ
う
し
た
形
態
を
残
存
さ
せ

る
こ
と
、
が
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
に
と
っ
て
利
益
で
あ
る
と
す
る
明
治
政
府
の
も
と
で
は
、

企
図
的
に
法
制
の
な
か
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

明
治
初
年
の
土
地
立
法
が
、
土
地
に
対
し
て
確
立
し
た
所
有
権
を
近
代
的
所
有
権
で
あ
る
と
し
て
、
法
的

性
格
を
あ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
以
後
の
士
地
関
係
が
近
代
的
土
地
関
係
と
し
て
展
開
し
た
か
ど
う
か
と
い

う
事
実
の
吟
味
に
よ
っ
て
、

明
治
初
年
の
土
地
立
法
に
も
と
づ
く
土
地
所
有
権
が
私
的
土
地
所
有
権
で
あ
る
か
、
近
代
的
土
地
所
有
権
で

あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
現
実
の
社
会
関
係
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
た
土
地
の
売
買
が
、

ど

の
よ
う
に
な
き
れ
て
き
た
か
を
検
討
し
、

明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
で
、

ど
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
た
か
を
眺
め
て
お
こ
う
。
土
地
永
代

売
買
が
禁
止
さ
れ
た
徳
川
期
に
お
い
て
も
、
土
地
売
買
は
な
さ
れ
て
い
た
。
徳
川
期
に
お
い
て
は
、
村
方
で
は
名
主
の
手
一
冗
に
保
管
さ
れ

て
い
た
「
奥
印
帳
』
等
と
呼
ば
れ
て
い
た
土
地
台
帳
の
書
替
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
町
方
で
は
や
は
り
名
主
の
手
元
に
保
管

さ
れ
て
い
た
『
水
帳
』
の
名
儀
書
替
に
よ
っ
て
書
替
を
行
な
い
、
町
に
分
一
金
を
納
入
し
、

こ
の
こ
と
を
町
内
に
ひ
ろ
め
、
公
示
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
土
地
の
費
入
に
あ
っ
℃
は
、
質
地
証
文
に
名
主
が
加
印
す
る
乙
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
を

た要
の求
でさ
あ(れ
る~て
。し、

Tこ
土
地
の
7G 
具

質
入
の
実
際
は

い
う
ま
で
も
な
く
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
お
い
て
も
、

そ
の
ま
ま
引
継
が
れ

と
こ
ろ
が
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
一
一
一
月
二
七
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、

武
家
地
・
町
地
の
差
別
を
廃
止
す
る

@
と
共
に
、

『
一
般
地
券
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
布
告
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
東
京
府
下
従
来
武
家
地
町
地
ノ
称
有
之
候
処
自
今
相
廃
ツ
一
般
地
券
発
行
地
租
上
納
被
仰
付
候
比
回
目
可
相
心
得
事
』

明
治
四
年
第
一
二
刑
二
四
丁
)

(
外
史
局
編
纂

布
告
全
集

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
武
家
地
を
払
下
げ
て
私
有
地
に
転
化
さ
せ
、
従
来
の
泊
券
地
に
一
元
化
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
こ



の
地
券
の
効
力
は
、
地
券
の
申
請
を
な
し
て
、

こ
れ
を
所
持
し
て
い
る
と
、

そ
の
地
所
の
地
主
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、

そ
の
土
地
が
後
に
御
用
(
公
用
)
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
と
き
に
は
、

か
な
ら
ず
地
券
所
持
人
(
持
主
)
の
承
諾
の
上
で
な

す
べ
き
も
の
と
な
し
た
。
こ
う
し
て
地
券
に
一
定
の
法
的
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
券
の
発
行
を
確
保
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
意
味
で
の
地
券
は
形
式
的
・
技
術
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
農
業
に
対
す
る
商
品
目
貨

幣
経
済
の
進
展
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
、
自
由
な
土
地
所
有
に
対
す
る
隷
農
の
要
求
、
隷
農
の
土
地
に
対
す
る
激
し
い
渇
望
の
心
理
を
利
用

し
て
、
地
券
発
行
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
農
民
の
要
求
こ
そ
封
建
領
主
を
打
倒
し
、

そ
の
搾
取
の
廃
絶
を
な
し
た
農
民
の

行
動
力
の
一
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
政
府
は
こ
う
し
た
農
民
の
も
つ
心
理
的
作
用
を
た
く
み
に
利
用
し
、

旧
権
力
を
ゆ
る
が
し
、
や
が
て

(
B
)
 

は
自
己
に
対
し
て
反
旗
を
ひ
る
が
え
す
こ
と
に
な
る
農
民
を
政
治
的
に
従
属
さ
せ
る
た
め
の
一
子
段
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

八

七
二
年
(
明
治
五
年
)
二
月
一
五
日
に
凹
畑
の
永
代
売
買
の
禁
止
が
解
除
さ
れ
、
つ
い
で
同
月
二
四
日
に
早
川
所
売
買
譲
渡
に
付
地
券
渡
方

規
則
』
(
大
蔵
省
二
五
号
)
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
所
売
買
譲
渡
の
節
地
券
を
発
行
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
地
券
に
よ
ら
な
い
売

買
を
な
し
た
と
き
は
地
所
並
に
代
金
と
も
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
七
月
四
日
(
大
蔵
省
達
八
三
号
)

に
は
一
般
に
地
所
所
有
の
者
に
地
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
地
券
の
制
が
地
租
改
正
の
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
や
が
て
一
八
七
四
年
(
明
治
七
年
)

十
月
三
日
太
政
官
布
告
一

O
四
号
は
地
所
売
買
の
節
、
代
金
受
取
の
証
文
が
あ
っ
て
も
、

地
券

を
受
け
な
け
れ
ば
、
買
主
に
所
有
権
が
な
い
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
券
の
授
受
が
土
地
売
買
の
際
の
所
有
権
移
転
の
要
件
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
土
地
立
法
は
、

一
般
に
税
法
改
革
の
前
提
条
件
を
創
出
す
る
た
め
の
法
制
的
準
備
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
土
地
立
法

は
多
面
的
な
意
味
を
も
ち
、
単
に
土
地
に
対
す
る
所
有
関
係
の
規
制
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
た
め
こ
う
し
た
視
点
か
ら
明
治
初
年
の
土

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一
五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一
六

地
立
法
の
変
遷
を
把
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
土
地
売
買
解
禁
l
↓
地
券
交
付
!
↓
地
券
に
も
と
づ
く
新
税
法
設
置

と
い
う
基
本
的
構
想
を
も
っ
た
型
と
し
て
、
そ
の
変
遷
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
初
年
の
土
地
立
法

(
定
額
金
納
の
地
券
税
法
)

を
税
法
改
革
の
前
提
条
件
の
作
出
と
み
る
構
想
の
も
と
で
は
、
当
然
に
地
券
交
付
と
い
う
法
的
事
実
に
重
要
な
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
に

な
る
。
前
記
の
よ
う
に
明
治
政
府
は
こ
の
地
券
に
対
し
て
先
ず
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
、

そ
の
証
拠
と
し
て
の
法
的
意
味
を
付

与
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
の
地
券
は
や
が
て
土
地
売
買
を
公
示
す
る
法
的
手
段
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
で
は
地
券
そ
の
も
の
は
土

地
所
有
権
の
確
認
と
い
う
こ
と
か
ら
一
歩
で
て
税
法
上
の
徴
収
を
確
実
に
す
る
貢
租
義
務
者
(
担
税
義
務
者
)

の
明
確
化
と
い
う
公
法
的

意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
拡
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
う
し
て
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)

一
二
月
の
一
般
地
券

に
あ
た
え
ら
れ
た
法
的
効
果
|
|
た
ん
な
る
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
確
認
ー
ー
ー
か
ら
一
歩
進
ん
で
所
有
権
移
転
の
要
件
に
ま
で
深

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
田
畑
自
由
処
分
の
法
令
上
の
法
認
を
現
実
の
土
地
関
係
に
具
体
化
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
重
視
さ
れ

う
る
。
そ
れ
は
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
に
示
さ
れ
る
士
地
の
自
由
売
買
や
勝
手
作
り
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
封
建
的
諸
関
係
の
打

破
は
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
あ
ら
わ
れ
る
資
本
の
本
源
的
蓄
積
を
可
能
に
す
る
政
策
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
一
片
の
法
令
に
よ

る
抽
象
的
な
規
制
だ
け
で
は
、
充
分
に
実
効
性
を
と
も
な
う
と
は
い
え
な
い
。
だ
が
地
券
が
所
有
権
移
転
の
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
土
地
の
私
的
所
有
権
と
そ
の
自
由
売
買
は
具
体
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
逆
説
的
意
味
は
も
ち
う
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

法
令
の
制
定
は
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
明
治
政
府
の
諸
政
策
の
企
図
す
る
具
体
的
な
実
効
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の

(
日
)

で
あ
る
。
明
治
政
府
は
諸
政
策
の
実
現
を
計
り
、
政
権
の
安
定
の
た
め
に
財
政
的
基
礎
を
強
固
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
貢
租
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
租
税
に
つ
い
て
も
、
他
の
一
般
的
な
社
会
関
係
に
お
け
る
と
同
様
に
、

明
治
維
新
以
後
も
旧

慣
を
継
受
し
た
。
そ
の
た
め
、
管
轄
諸
府
県
毎
に
租
法
が
ま
ち
ま
ち
で
多
様
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
寸
寛
苛
軽
重
其
趣
ヲ
一

セ



(
臼
)

ス
。
況
ヤ
積
習
ノ
余
弊
害
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
』
と
い
う
事
態
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
検
地
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
農
民
の
強
い
反
抗
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
『
地
租
改
正
報
告
書
』

(
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成

第

七
巻
)
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
故
ニ
維
新
ノ
初
メ
往
々
税
法
ノ
改
良
ヲ
識
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
主
〈
説
タ
ル
大
略
検
地
以
テ
回
積
ヲ
正
シ
検
地
以
テ
租
税
額
ヲ
定
メ
ン
ト
。
然
リ
而
テ

検
地
ハ
従
来
農
民
ノ
嫌
忌
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
此
挙
ア
ル
毎
ニ
率
ネ
紛
糾
ヲ
生
ス
。
前
轍
既
-
一
然
リ
、
況
ヤ
維
新
以
来
年
月
尚
浅
ク
人
民
末
タ
政
府
ヲ

信
セ
ス
、
此
際
首
ト
シ
テ
検
地
-
一
着
手
ス
ル
ハ
得
策
一
一
ア
ラ
ザ
ル
也
』
(
向
上
三
ペ
ー
ジ
)

と
な
し
て
い
る
。
そ
こ
で
旧
慣
に
よ
っ
て
三
年
乃
至
五
年
の
問
、
各
府
県
と
も
同
一
の
方
法
で
試
験
的
に
検
見
し
て
、
金
量
を
定
め
、
『
均

一
の
租
率
』
(
定
免
制
)
を
と
る
こ
と
と
し
二
八
七

O
年
(
明
治
三
年
)

七
月
に
『
検
見
規
制
』
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
税
制
改

草
は
明
治
政
府
の
も
っ
と
も
強
い
要
求
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

の

『
地
所
永
代
売
買
ノ
解
禁
』

(
太
政
官
布
告

第
五

O
号
)
も

こ
の
税
制
改
革
の
前
提
条
件
の
作
出
と
い
う
企
図
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)

一
月
の
大
蔵
卿

大
久
保
利
通
・
大
輔
井
上
馨
連
名
の
『
地
所
売
買
放
耕
一
周
分
一
税
施
設
之
義
正
院
伺
』

(
大
蔵
省
伺
)

を
正
院
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
伺
い
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
今
ヤ
政
権
一
ニ
朝
廷
-
一
帰
シ
凡
百
ノ
政
務
斉
一
ノ
際
治
国
ノ
枢
要
タ
ル
税
法
ニ
於
テ
均
一
ノ
法
則
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
滋
ニ
於
テ
古
来
ノ
沿
草

当
今
ノ
形
勢
内
外
ノ
規
制
等
夫
々
探
討
考
察
議
細
案
仕
候
処
断
然
従
前
ノ
方
法
ヲ
廃
案
シ
一
般
-
一
地
所
ノ
売
買
ヲ
許
ツ
更
ニ
一
地
代
金
分
一
ノ
収
税
法
ヲ

施
設
ス
ル
ニ
如
カ
ス
・
:
:
:
:
最
モ
新
法
ハ
速
成
ヲ
戒
ム
其
施
行
ノ
順
序
一
一
至
テ
ハ
許
多
ノ
法
制
更
張
無
之
テ
ハ
難
相
分
j
i
-
-
-
様
-
一
時
勢
人
情
ヲ
捕
り

遂
次
施
行
先
以
地
所
永
代
売
買
ヲ
許
シ
各
所
持
地
ノ
泊
券
ヲ
改
メ
全
国
地
所
代
金
ノ
総
額
ヲ
実
検
シ
而
後
更
ニ
簡
易
ノ
収
税
法
ヲ
設
ケ
:
:
:
:
』
(
地

租
関
係
書
類
葉
集
所
収
)

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
様
に
明
治
政
府
の
な
し
た
地
所
永
代
売
買
の
解
禁
の
立
法
的
企
図
は
地
租
改
正
の
た
め

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一
七



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

一
一
八

の
前
提
措
置
と
し
て
の
み
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
正
院
に
お
い
て
も
、

」
の
意
味
で
田
畑
、
氷
代
売
買
の
解
禁
に

承
認
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
租
税
改
革
は
明
治
政
府
の
と
る
諸
政
策
の
物
質
的
基
礎
l

l財
源
ー
ー
を
獲
得
す
る
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
正
院
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
容
・
性
格
は
と
も
か
く
と
し
て
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
土
地
永
代
売
買
の
解
禁
の
法
認
が
、
明
治
政
府
の
税
制
改
革
の
企
図
と
い
か
に
結
び
つ
い
て
い
た
か
は
、

一
八
六
九
年

(
明
治
二

年
)
四
月
に
、
神
田
孝
平
に
よ
っ
て
公
議
所
に
建
議
さ
れ
た
『
税
法
改
革
ノ
議
』
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
土
地
売
買

許
可
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
土
地
に
対
す
る
封
建
的
支
配
同
係
の
根
本
を
く
つ
が
え
す
も
の
と
し
て
反
発
さ
れ
た
。

神
田
孝
平
は
さ
ら
に
集
議
院
判
官
と
し
て
こ
の
内
容
を
整
備
し
て

一
八
七

O
年
(
明
治
三
年
)
六
月
に
『
田
租
改
革
建
議
』

(
明
治
前
期

財
政
経
済
史
料
集
成
第
七
巻
)
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の

『
田
租
改
革
建
議
』
の
な
か
で
、
神
田
孝
平
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、『

然
レ
ト
モ
民
皆
検
地
ヲ
以
テ
税
ヲ
重
ス
ル
ノ
方
略
ト
ノ
ミ
思
ヒ
居
ル
コ
ト
ナ
レ
パ
方
今
ノ
勢
ヒ
之
ヲ
改
ム
ル
三
由
ナ
シ
j
i
-
-
官
既
一
二
只
米
ヲ
改

メ
マ
タ
之
ヲ
売
テ
金
-
一
代
へ
万
機
/
費
用
ニ
供
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
米
価
ノ
高
下
一
一
従
ツ
テ
政
府
ノ
用
度
盈
縮
定
マ
ラ
ス
。
就
テ
ハ
翌
年
ノ
経
済
ヲ
今

年
ヨ
リ
予
算
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
・
・
・
弊
害
殆
ン
ト
勝
ケ
可
ラ
ス
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
従
来
ノ
税
法
-
一
従
へ
ハ
煩
労
多
ク
、
肝
臓
多
シ
。
:
:
:
:
速
ニ
改

正
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
カ
ラ
ス
:
:
J
A
b
-
ノ
田
地
ハ
民
ノ
買
得
テ
有
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
官
ヨ
リ
之
ヲ
渡
ジ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
・
・
・
兼
併
ヲ
防
キ
貧
富
ヲ

均
フ
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
勢
ヒ
必
ス
富
者
ニ
奪
ヒ
賞
者
-
一
与
フ
ル
ニ
至
ラ
ソ
。
今
其
弊
ヤ
智
勤
倹
ヲ
抑
へ
テ
愚
ラ
審
問
勧
ム
ル
ニ
至
ラ
ン
。
是
レ
斯
民
ヲ

駆
テ
窮
苦
ノ
中
日
一
陥
ヰ
ル
、
ノ
説
ナ
リ
』
(
向
上
三

O
一
t
三

0
=一
ペ
ー
ジ
)

こ
う
し
て
神
田
孝
平
は
、
こ
れ
ま
で
の
租
税
の
弊
害
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
弊
害
を
除
く
た
め
に
、
検
地
に
も
と
づ
く
租
税
を
蕗

止
し
て
、
現
実
に
な
さ
れ
て
い
た
土
地
売
買
の
事
実
に
も
と
づ
い
て
、
土
地
の
売
買
を
許
し
、

土
地
私
有
を
法
的
に
承
認
し
、

土
地
所
有

者
に
泊
券
を
交
付
し
、
地
租
は
泊
券
記
載
の
地
価
に
応
じ
て
、
金
納
さ
せ
、
旧
租
税
法
そ
の
も
の
の
変
革

l
l地
券
税
法
ー
ー
を
主
張
し



(
四
)
た
。
こ
う
し
た
神
田
孝
平
の
考
え
方
は
、
土
地
に
対
す
る
私
有
に
つ
い
て
の
理
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

田
孝
平
は
、

一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)
に
『
性
法
略
』
(
明
治
文
化
研
究
会
編

明
治
文
化
全
集
一
一
一
一
巻

日
本
評
論
社

す
で
に
神
(
U〉

一
九
二
九
年
五
月
)
を

和
訳
し
公
刊
し
て
い
る
。
こ
の
『
性
法
略
」
第
七
編
『
物
件
上
ノ
権
ヲ
論
ス
』
の
な
か
で
、
私
有
の
権
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

把
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
第
一
条
物
件
上
ノ
椛
ノ
最
急
最
要
ナ
ル
者
ヲ
私
有
ノ
権
ト
ス

第
二
条
私
有
ノ
権
ト
ハ
共
物
ヲ
採
リ
全
ク
己
レ
カ
私
有
ト
ナ
シ
、
専
権
ヲ
以
テ
議
ハ
処
置
シ
或
ハ
消
費
シ
他
人
ヲ
シ
テ
之
ニ
関
カ
ラ
シ
メ
サ
ル
ヲ

一玄フ。

第
三
条

と
し
、
さ
ら
に
『
第
八
編

物
件
上
ノ
権
其
他
尚
ホ
有
ト
難
必
意
私
有
ノ
権
ノ
支
派
一
一
一
属
ス
、
即
チ
処
置
消
費
十
分
ナ
ラ
サ
ル
様
ヲ
指
ス
ノ
ミ
(
一
致
尚
一
一
碍
計
飢
〉
』

私
有
ノ
権
ヲ
論
ス
』
の
な
か
で
、
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『〔略〕

第
十
一
条

第
十
二
条

地
面
弁
-
一
一
地
面
一
一
固
着
ス
ル
者
ヲ
不
移
動
物
ト
ス
。
移
動
ス
ヘ
キ
者
弁
-
一
白
ヲ
移
動
シ
得
ル
者
ヲ
移
動
物
ト
ス
。

私
有
ノ
地
ニ
非
サ
レ
ハ
、
之
ヲ
耕
ツ
テ
其
産
ヲ
収
ム
ル
事
ヲ
得
ス
」
(
向
上
八
パ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
る
。
神
田
孝
平
の
『
田
租
改
革
連
議
』
の
根
拠
と
な
し
て
い
る
も
の
は
、

『
今
ノ
団
地
ハ
民
ノ
買
得
テ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

官
ヨ
リ
之
ヲ
渡
シ
タ
ル
一
一
ア
ラ
ス
』
と
土
地
の
私
的
所
有
を
法
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
土
地
に
対
す
る
私
有
を
性
法
(
白

然
法
)
的
見
地
か
ら
当
然
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、

田
租
改
草
を
農
民
の
も
っ
と
も
き
ら
う
検
地
の
方
法

に
よ
ら
ず
、
泊
券
上
の
地
価
に
よ
っ
て
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
す
で
に
明
治
維
新
に
よ
っ
て
生
じ
た
天
皇
親
政
に
幻
誠
を
感

じ
、
明
治
政
府
に
反
抗
し
つ
つ
あ
っ
た
農
民
の
反
政
府
的
力
を
、
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
に
よ
っ
て
、
弱
め
る
た
め
の
手
段
と

し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
神
田
孝
平
の
階
級
的
立
場
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
「
性
法
略
』
に
し
め
さ
れ
る
考
え
方
に
も

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一
九



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
〉

一二
O

士
地
所
有
を
私
的
所
有
と
し
て
認
め
る
と
す
る
立
場
は
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
け
て
い
え
ば
、
地
主
的
土

地
所
有
の
法
認
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
士
地
に
対
す
る
現
実
の
支
配
関
係
を
承
認
し
、
そ
の

と
づ
い
て
、

上
で
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
を
認
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
農
業
生
産
が
す
で
に
商
口
即
日
貨
幣
経
済
に
ま
き
こ
ま
れ

て
い
る
現
実
の
も
と
で
は
、

地
主
的
土
地
所
有
が
農
業
生
産
の
基
本
的
型
と
し
て
一
般
化
さ
れ
、

ま
た
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
強
行
と
い

う
明
治
政
府
の
企
凶
の
も
と
で
は

こ
う
し
た
土
地
に
対
す
る
私
有
権
が
、
法
制
的
に
承
認
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
神
田
孝
平
の
主

張
は
、

主
さ
に
こ
う
し
た
地
主
的
土
地
所
有
の
法
認
に
対
し
て
、

理
論
的
根
拠
づ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
神
田
孝
平

は
こ
の
地
主
の
階
級
的
利
益
を
承
認
し
た
上
で
、
土
地
に
は
剰
余
取
分
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
価
が
生
ず
る
の
で
、

〈
日
)

土
地
の
も
つ
地
価
に
も
と
づ
い
て
、
新
租
税
法
|
|
泊
券
税
法
ー
ー
を
設
立
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
こ
の
主
張
は
、
税
制 の

の
確
立
と
い
う
企
図
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
土
地
領
有
制
を
廃
止
し
、

土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
H

地
主
的
所
有
を
法
認
す
る
と
い
う

企
図
を
も
っ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

『
明
治
財
政
史
』
に
よ
る
と
、

」
の
聞
の
事
情
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
明
治
三
年
六
月
集
議
員
判
官
神
田
卓
小
平
ハ
田
租
改
革
ノ
建
議
ヲ
為
シ
田
川
ノ
売
買
ヲ
許
シ
新
-
一
地
券
ヲ
受
付
シ
テ
地
価
ヲ
定
メ
之
一
一
ヨ
リ
地
和
ヲ

賦
課
ス
ヘ
シ
ト
主
唱
シ
尋
テ
廃
落
置
県
ト
共
同
一
大
蔵
省
ハ
首
ト
シ
テ
地
券
法
施
行
ノ
議
ヲ
起
シ
同
五
年
正
月
旧
来
地
子
税
免
除
ノ
地
タ
リ
シ
東
京
市
街

-
一
地
券
ヲ
発
行
シ
分
一
ノ
税
法
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
次
テ
同
年
一
一
月
十
五
日
地
所
永
代
売
買
ノ
禁
ヲ
解
キ
土
地
ノ
売
買
譲
渡
ア
ル
毎
日
一
一
地
券
ヲ
附

与
ス
ル
コ
ト
ト
シ
地
券
波
方
規
則
ヲ
制
定
セ
リ
」
(
同
上
第
五
巻
五
五
ペ
ー
ジ
〉

と
な
し
て
い
る
Q

だ
が
明
治
政
府
が
地
主
的
土
地
所
有
を
法
令
上
確
立
し
た
と
し
て
も
、
た
ん
に
立
法
的
措
置
に
上
っ
て
実
現
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
土
地
に
対
す
る
所
有
権
問
所
有
権
そ
れ
自
体
が
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
様
に
、
実
際
は
本
質
的
に
階
級
的
意
味
を

も
っ
た
も
の
と
し
て
作
り
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
実
の
土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
を
階
級
的
立
場
に
立
っ
て
固
定
化
す
る
と

い
う
意
味
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
H
地
主
的
土
地
所
有
の
法
認
に
対
し
て
当
然
に
農
民
の
反
抗
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明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
〈
二
)

一一一一一

が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
農
民
の
耕
作
権
の
擁
護
と
い
う
姿
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』
に
よ
る
と
、
明
治
政
府
の
農
民
収
奪
の
強
化
は
、
当
然
に
農
民
の
強
い
抵
抗
を
引
き
起
し
た
こ
と
が
し
め

さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
新
政
府
反
対
、
貢
租
軽
減
要
求
を
原
因
と
し
寸
検
見
規
則
』
の
布
達
さ
れ
た
明
治
三
年
末
に
お
い
て
は
、
す
で
に

そ
の
件
数
・
規
模
と
も
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
上
記
の
表
(
前
ベ

i
ジ
)
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
の
よ
う
に
、

土
地
関
係
を
め
ぐ
っ
て
農
民
の
暴
動
が
墳
発
し
た
の
で
あ
る
。
小
野
武
夫
氏
は
「
維
新
農
民
蜂

起
謂
』

(
改
造
社

一
九
三

O
年
七
月
)
の
な
か
で
、

一
八
七
六
年
(
明
治
九
年
)

一
一
一
月
の
石
川
県
璃
波
・
射
水
・
新
川
郡
の
小
作
一
接
に

ふ
れ
、

こ
れ
が
地
租
改
正
に
よ
っ
て
地
租
の
負
担
ば
地
主
の
負
担
と
さ
れ
た
が
、

地
主
が
地
租
を
小
作
人
に
転
化
し
た
た
め
、
小
作
料
の

高
率
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
石
川
県
は
、

一
八
七
六
年
(
明
治
一
一
一
年
)

一
二
月
二
八
日
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な

2
口
論
』
を
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
近
来
諸
却
し
地
所
徳
米
之
儀
に
付
小
作
人
共
の
肉
往
身
心
得
達
之
者
も
有
之
候
に
付
、
今
般
告
二
十
三
番
を
以
て
及
止
口
論
侠
通
り
門
地
主
小
作
人

際
取
得
の
分
割
成
規
は
無
之
侯
〕
双
方
相
対
を
以
て
相
当
の
請
下
し
可
致
は
勿
論
之
儀
に
供
処
、
原
来
小
作
人
共
地
所
合
有
の
資
カ
も
之
な
く
、
人
の

地
元
を
借
受
け
之
を
耕
転
し
某
所
得
の
幾
部
を
以
て
一
家
の
生
計
を
立
て
る
も
の
に
侠
へ
ば
、
是
が
地
主
た
る
も
の
宜
し
く
情
義
に
茎
き
、
懇
愛
を
以

て
其
努
力
に
報
ゆ
る
に
相
当
の
徳
分
を
附
与
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
是
れ
一
般
の
通
義
に
し
て
今
更
申
諭
す
べ
き
に
は
無
候
へ
ど
も
、
万
一
地
主
其
の
内

地
租
改
正
の
期
に
際
し
、
各
を
一
時
の
心
得
違
に
托
し
自
己
の
威
権
を
頼
み
、
無
慈
貧
畿
を
撞
に
し
、
詣
れ
な
く
卸
し
地
引
揚
様
の
義
有
之
候
て
は
第

一
地
主
た
る
も
の
情
義
を
飲
く
而
己
な
ら
ず
、
小
作
人
共
に
於
て
も
忽
ち
一
家
生
活
を
失
ひ
、
貧
富
相
口
口
す
る
の
情
義
を
失
せ
ざ
る
様
実
意
に
取
扱

可
申
、
此
旨
越
中
国
射
水
・
璃
波
両
郡
地
主
共
へ
血
口
論
候
事
』
(
同
上
一
一
一

O
一二

i
三
C
四
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
以
後
、

土
地
に
対
す
る
支
配
関
係
は
、
現
実
の
農
業
経
営
形
態
1

l
地
主
H

小
作
人
と
い
う
形
態
を
と
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
ー
ー
を
反
映
し
て
、

地
主
の
土
地
所
有
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
主
が
土
地
を
私
的
所
有
し
、

そ
の
土
地
を
小
作
人
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備考

に
貸
与
し
、
小
作
人
か
ら
小
作
料
を
取
立
て
る
と
い
う
事
実
の
法
的
保
障
と
い
う
法
形
態

で
現
象
化
す
る
。
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
は
こ
う
し
た
地
主
の
地
位
を
強
化
し
た
こ

(
日
)

と
は
地
主
の
小
作
料
収
入
の
増
大
に
よ
っ
て
明
確
化
で
き
る
。
こ
れ
は
上
記
の
表
を
み
れ

ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
田
畑
永
代
売
買
解
禁
に
よ
っ
て
、

土
地
の
自

出
処
分
が
許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
農

業
生
産
に
お
け
る
実
際
の
土
地
私
有
者
で
あ
っ
た
地
主
は
、
金
融
の
使
、

土
地
投
機
に
よ

る
諸
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
。
地
主
は
地
租
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
地
券
上
に
記
載
さ
れ
た
地
価
に
よ
り
、
そ
の
年
の
豊
凶
に
よ
る
損
得
の
危
険
を

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
c

し
か
し
こ
の
反
面
、
こ
れ
ま
で
の
年
貢
米
、
諸
掛
、
余

米
の
全
部
を
現
物
の
ま
ま
小
作
人
よ
り
受
取
り
、
こ
れ
を
投
機
的
に
売
却
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
は
地
主
が
価
格
騰
貴
の
利
益
を
独
占
し
、
租
税
の
金
納
化
に
も
と
づ
く
農
産

物
騰
貴
に
よ
っ
て
、
~
実
質
的
に
は
租
税
額
の
軽
減
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

た
。
こ
れ
を
小
作
人
の
側
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
従
来
以
上
の
劣
悪
の
地
位
に
た
た
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
小
作
人
は
地
主
の
支
払
う
地
租
を
、
転
化
さ
れ
小
作
料
の
増
大
に

よ
っ
て
農
業
経
営
上
の
便
宜
を
う
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
同
時
に
地
主
の
土
地
に
対
す
る

私
有
権
の
一
法
認
は
、

土
地
の
自
由
処
分
と
結
び
つ
い
て
、

ま
す
ま
す
小
作
権
を
弱
体
化
す

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
つ
一
)

一一一一



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

(
げ
〉

る
こ
と
を
結
果
し
た
。
こ
う
し
て
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)
の
『
田
畑
、
氷
代
売
買
ノ
解
禁
L

産
に
お
け
る
地
主
日
小
作
人
の
半
封
建
的
関
係
を
混
存
す
る
と
い
う
社
会
的
役
割
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

(
太
政
官
布
告
第
五

O
号
)
は
現
実
の
農
業
生

た
し
か
に
こ
の
布
告
は
、
直
接
に
地
主
H
小
作
人
の
関
係
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

」
の
布
告
が
土
地
の

自
由
処
分
を
法
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
莱
に
お
け
る
商
品
H
貨
幣
経
済
を
い
っ
そ
う
促
進
し
、

そ
れ
を
普
遍
化
す
る
と
い
う
社
会
的

役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
農
業
に
お
け
る
こ
う
し
た
社
会
・
経
済
的
条
件
の
整
備
こ
そ
、
明
治
政
府
の
企
図
し
た
地
主
H
小
作
人
の
関

係
を
奥
村
社
会
に
固
定
化
す
る
1

1

半
封
建
的
関
係
の
温
存
l

l
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
資
本
主
義
の
後
進
性

は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
展
開
し
え
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
日
本
資
本
主
義
の
要
求
で
あ
り
、
従
っ
て
明
治
政
府
の
要
求
を
な
し

て
い
た
。
こ
う
し
て
こ
の
布
告
は
、
明
治
政
府
の
政
治
的
支
柱
で
あ
っ
た
産
業
資
本
家
、
地
主
の
利
益
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。
土
地
所

有
権
を
法
J

説
附
す
る
こ
と
は

こ
う
し
た
社
会
・
経
済
的
条
件
を
確
保
す
る
た
め
の
法
的
手
段
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。

こ
こ
か
ら
明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
が
、
近
代
的
土
地
所
有
権
と
し
て
の
法
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

ま
だ
た
ん
に
私
的
土
地

所
有
権
と
し
て
の
法
的
性
格
を
、
も
つ
に
過
、
ぎ
な
い
と
す
る
法
認
識
が
、
理
論
的
に
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

こ
の
土
地

所
有
権
の
法
認
が

こ
れ
ま
で
の
農
業
生
産
の
基
木
構
造
を
な
し
て
き
た
、
領
主
H
農
民
の
直
接
の
関
係
を
崩
壊
さ
せ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
そ
し
て
商
品
H
貨
幣
経
済
の
展
開
に
よ
っ
て
、
す
で
に
地
主
H
小
作
人
の
関
係
が
発
展
し
、
農
民
的
土
地
所
有
が
事
実
上
指
向
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
地
域
に
あ
っ
て
も
、

こ
の
土
地
所
有
権
の
法
認
は
、
農
民
的
土
地
所
有
を
法
認
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
む
土
地
所

有
権
の
法
認
は
、
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
、
漸
次
的
に
地
主
リ
小
作
人
関
係
に
転
化
さ
せ
℃
し
き
い
、
そ
れ
が
日
本

農
業
の
普
遍
的
な
姿
態
と
な
っ
て
固
定
化
す
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
、

や
は
り
こ
の
こ
と
を
例
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
法
が

そ
の
時
々
の
社
会
・
経
精
的
条
件
、
を
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
、
同
時
に
怯
自
体
は
な
お
相
対
的
に
独
自
性
を
も
っ
て
、

そ
の
時
々
の
社
会



経
済
的
条
件
に
作
用
す
る
と
い
う
法
の
相
対
的
独
自
性
を
、

」
の
歴
史
的
事
実
の
な
か
に
見
出
す
ご
と
に
な
る
。

一
八
七
二
年

(
明
治

主
年
)
の
『
函
畑
永
代
売
買
ノ
解
禁
」

(
太
政
守
口
布
告
第
五

O
号
)
は
、

土
地
所
有
権
を
法
認
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
農
業
生
産
の
も

つ
現
実
の
社
会
・
経
済
的
条
件
と
結
び
つ
い
て
、
地
主
的
土
地
所
有
の
法
制
的
強
化
と
い
う
社
会
的
役
割
を
も
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ

を
基
礎
と
し
て
、

明
治
政
府
の
企
図
し
た
寄
生
地
主
制
の
法
制
的
確
立
を
実
現
す
る
道
が
切
り
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
主
に
対

ず
る
土
地
の
集
中
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
明
治
維
新
以
後
の
土
地
立
法
、

」
と
に
一
八
七
二
年
(
明
治
五
年
)

以
後
の
土

地
立
法
に
よ
る
土
地
に
対
す
る
私
的
所
有
の
法
認
が
、
そ
れ
自
体
、
近
代
的
土
地
所
有
権
の
法
認
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、

ま
た
す
く

な
く
と
も
、
そ
れ
を
指
向
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
土
地
所
有
権
の
法
認
は
、
す
ぐ
れ
て
階

級
的
意
味
を
も
ち
、
従
っ
て
、

土
地
所
有
権
は
本
質
的
に
陪
汲
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
把
握
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
権
利
の
木
質
が
、
階
扱
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
法
に
よ
っ
て
嵐
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
論
理

的
展
開
に
過
、
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
。

し
か
し
こ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
な
事
例
に
も
と
づ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
1
)

水
本
浩
土
地
所
有
権
制
限
の
理
論
ジ
ュ
リ
ス
ト

Z
。
・
己
一
九
六
七
年
六
月
一
五
日
号
四

0
ペ
ー
ジ

(
2
)

丹
羽
邦
男
地
租
改
正
と
農
業
構
造
の
変
化
揖
西
光
速
編
日
本
経
済
史
大
系
第
五
巻
〈
近
代
上
〉
東
京
大
学
出
版
会

ニ
ム
ハ
四
ペ
ー
ジ

(
3
)

平
野
義
太
郎
日
本
資
本
主
義
社
会
の
機
構
岩
波
書
庖
一
九
三
四
年
四
月
五
四
ペ
ー
ジ
、
ゥ
ド
l

・
エ
ッ
ケ
ル
ト

本
産
業
資
料
大
系
第
二
巻
五
一
二
四
ペ
ー
ジ
。
レ
ト
ネ
ル
白
木
に
お
け
る
農
業
問
題
邦
訳
九
0
ペ
ー
ジ
参
照

(
4
)

野
呂
栄
太
郎
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
明
治
維
新
と
共
に
、
地
主
及
び
資
本
家
が
新
た
な
る

支
配
者
と
し
て
登
場
し
得
ん
が
為
め
の
全
松
似
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
封
建
的
身
分
の
制
度
の
廃
止
と
私
有
権
の
完
全
な
る
立
法
的
確
認
と
で
あ

っ
た
。
勿
論
、
こ
の
両
者
は
不
可
分
的
に
結
合
さ
れ
て
居
り
、
而
し
て
そ
の
日
的
と
す
る
所
は
、
何
れ
も
、
資
本
主
義
的
搾
取
の
基
礎
た
る
独
立
の

生
産
者
か
ら
、
生
産
手
段
及
び
生
活
資
料
を
引
き
離
す
過
程
を
ぱ
l
1従
来
既
に
徐
々
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
所
を
|
|
革
命
的
に
強
制
的
に
遂
行

一
九
六
五
年
一
月

日
本
振
農
策

日

明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
合
一
)

一一一五



明
治
初
年
の
土
地
所
有
権
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
(
二
)

一
一ム
ノ、

す
る
に
あ
っ
た
』
(
野
呂
栄
太
郎
全
集
第
一
巻
五
四
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(

5

)

平
野
義
太
郎
民
権
運
動
の
発
展
雄
鶏
社
一
九
四
九
年
七
月
五
J
六
ペ
ー
ジ

(
6
)

石
井
良
助
編
明
治
文
化
史
2
洋
々
社
一
九
五
四
年
八
月
五
五
七
ペ
ー
ジ

(

7

)

福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
二
年
九
月
一
一
一
九
ペ
ー
ジ

(

8

)

福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
間
一
九
六
二
年
九
月
二

O
じ

t
ニO
八
ペ
ー
ジ

(
9
)

石
井
良
功
明
治
文
化
史
2

洋
h

社
一
九
五
四
年
八
月
五
五
八
ペ
ー
ジ

(
凶
)
丹
羽
邦
男
明
治
維
新
の
土
地
変
革
近
代
土
地
制
度
史
研
究
叢
書
第
二
巻
お
茶
の
水
書
房

(
日
)
福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
建
問
一
九
六
二
年
九
月
二

O
八
ペ
ー
ジ

(
ロ
)
地
租
関
係
書
類
桑
纂
史
料
集
成
第
七
巻
三

O
四
ペ
ー
ジ

(
日
)
福
島
正
夫
地
租
改
正
の
研
究
有
斐
閣
一
九
六
二
年
九
月
九
七
ベ

l
Jゾ

(
M
)

こ
れ
は
西
周
・
津
田
真
一
郎
(
真
道
)
が
和
蘭
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
畢
酒
林
(
フ
イ
シ
ッ
リ
シ
グ
)
の
口
述
を
筆
記
し
た
稿
本
を
和
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
『
性
法
略
L

に
よ
っ
て
紹
介
せ
ら
れ
た
性
法
思
想
は
明
治
初
年
の
法
思
想
を
風
降
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
々
に
多
大
の
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
(
明
治
文
化
研
究
会
明
治
文
化
全
集
第
一
一
二
巻
日
本
評
論
社
一
九
二
九
年
五
月
吉
野
作
造
解
題
一
一
一
一
ペ
i
J
ジ
)

〈
日
)
丹
羽
邦
男
明
治
維
新
の
土
地
変
革
近
代
土
地
制
度
史
研
究
叢
書
第
二
巻
お
茶
の
水
書
房
一
九
六
二
年
二
月
二
八
二
J
二
八
コ
一
ぺ

i

J

ゾ。

(
叩
山
)
井
上
晴
丸
教
授
は
『
地
租
改
正
と
殖
産
興
業
』
(
日
本
歴
史
講
座
第
五
巻
)
の
な
か
で
、
地
主
の
取
分
を
寄
生
地
主
の
最
盛
期
た
る
大
正
十
年

頃
を
一
と
す
る
と
、
地
程
改
正
期
は
そ
の
約
二
分
の
一
、
幕
末
は
三
分
の
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
『
寄
生
地
主
制
の

最
盛
期
に
小
作
料
収
入
だ
け
に
専
一
化
し
て
生
計
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
、
最
小
限
水
田
四
町
歩
の
所
有
を
持
て
ば
足
り
た
の
に
対
し
て
、
地
租

改
正
当
時
は
小
作
料
収
入
だ
け
に
専
一
化
し
得
る
た
め
に
は
、
お
そ
ら
く
二
倍
内
外
の
水
田
の
所
有
を
必
要
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
』
(
同
上

一
O
四
l
一
O
五
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
幻
)
田
辺
勝
正
土
地
制
度
研
究
松
山
一
房

一
九
六
二
年
二
月

二
四
八
ペ
ー
ジ

一
九
四
二
年
九
月

八
八
ペ
ー
ジ

1

1
以
下
次
号
|
|




